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ひ
と

よ
し

で
輝

く
人

「感謝」を胸に速球を投げ込む

田浦 大輔 さん（下薩摩瀬町）

たうら だいすけ
昭和56年10月13日生まれ。A型。好きな言
葉「どぎゃんかなる」。チーム内では「後
ろからみんなを支えていく」ようなタイプ。
プロ野球などでエースナンバーは「18」だ
が、田浦さんの背番号は人吉が生んだ大選
手・川上哲治氏がつける「16」。チーム内
だけでなく県選抜や、補強選手として出場
するときも同様だ。決め球はフォークボー
ル。

10
月
に
開
催
さ
れ
た
山
口
国
体
の
軟
式

野
球
で
熊
本
県
代
表
と
し
て
出
場
し

た
ホ
ン
ダ
熊
本
。
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
っ
た
の

は
、
補
強
選
手
と
し
て
登
録
さ
れ
た
深
野
酒

造
サ
イ
バ
ー
ズ
の
エ
ー
ス
・
田
浦
さ
ん
だ
っ

た
。
試
合
は
惜
し
く
も
一
回
戦
で
1
対
2
の

サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
。
し
か
し
7
回
ま
で
は
1
安

打
ピ
ッ
チ
ン
グ
と
「
熊
本
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

ピ
ッ
チ
ャ
ー
」
と
し
て
の
意
地
も
見
せ
た
。

　

田
浦
さ
ん
が
野
球
を
始
め
た
原
点
は
、
小

２
の
時
、
お
父
さ
ん
か
ら
買
っ
て
も
ら
っ
た

誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
グ
ロ
ー
ブ
。
お
父
さ

ん
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
う
ち
に
投
げ

る
楽
し
さ
を
覚
え
る
。
そ
の
後
、
野
球
漬
け

の
生
活
に
。
高
校
時
代
に
は
時
速
１
４
０
㌔

㍍
以
上
の
球
を
投
げ
、
チ
ー
ム
を
支
え
た
。

軟
式
に
転
向
し
た
現
在
も
速
球
は
健
在
だ
。

「
人
よ
り
野
球
が
好
き
だ
っ
た
だ
け
」
と
話

す
田
浦
さ
ん
だ
が
、
練
習
量
と
野
球
に
対
す

る
真し

ん
し摯

な
気
持
ち
は
折
り
紙
つ
き
。「
決
し
て

弱
音
を
吐
か
な
い
し
、
セ
ー
ブ
を
か
け
な
い

と
い
つ
ま
で
も
続
け
る
」
と
関
係
者
は
話
す
。

　
「
野
球
を
通
じ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
学
ん

だ
」
と
話
す
田
浦
さ
ん
。「
周
り
の
応
援
が

な
い
と
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
自
体
が
な
り
た
た
な

い
。
毎
日
10
㌔
㍍
走
っ
て
い
る
が
自
分
の
た

め
だ
け
な
ら
続
か
な
い
。
応
援
に
応
え
る
た

め
に
続
け
て
こ
ら
れ
た
」
と
笑
う
。

　
「
地
元
の
人
た
ち
に『
あ
い
つ
ら
が
頑
張
っ

て
い
る
か
ら
俺
た
ち
も
頑
張
ら
な
い
と
』
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
プ
レ
ー
で
人
吉
を

盛
り
上
げ
た
い
」。
現
在
の
目
標
は
所
属
す

る
サ
イ
バ
ー
ズ
で
県
内
の
企
業
チ
ー
ム
を
倒

し
天
皇
杯
に
出
場
す
る
こ
と
。
そ
の
目
標
に

向
か
っ
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
込
む
。

みんなの幸せと被災地復興を願う

会場の笑いを誘った「元気！百歳万歳」（上）／元気を発信した
西瀬小学校の応援団演舞（上左）／南相馬市への応援寄せ書
きが集まる（上右）／荒川知子さんが優しい音色と歌声を披露（下
左）／「かえっこバザール」は子どもたちに大人気（下右）

　

健
康
と
福
祉
の
祭
典
「
み
ん
な
し
あ
わ

せ
☆
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
が
10
月
16
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
ス
ポ
ー
ツ

パ
レ
ス
大
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
脳
年
齢
や
肌

年
齢
な
ど
を
測
定
で
き
る
健
康
ゾ
ー
ン
や

福
祉
施
設
な
ど
に
よ
る
バ
ザ
ー
な
ど
の
ほ

か
、
今
年
は
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
１
１
熊
本
」と
同
時
開
催
と
あ
っ
て
、

多
く
の
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
元
気
！
百
歳
万
歳
」
で
は
、
１
０
２
歳

の
菊
池
德と

く
す
け資

さ
ん
と
11
月
に
１
０
０
歳
を

迎
え
る
内
布
カ
ル
子
さ
ん
が
登
場
。
市
長

と
お
二
人
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
や
り

と
り
が
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
ほ
か
に

も
リ
コ
ー
ダ
ー
奏
者
・
荒
川
知
子
さ
ん
一

家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
Ｊジ

ン
Ｉ
Ｎ
ク
マ
レ

ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
会
場

に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
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な
ぜ
、
キ
ク
ラ
ゲ
な
の
か
？

　
「
農
業
で
食
べ
ら
れ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
、
人
吉
市
が
ト
ウ
ガ
ラ

シ
と
と
も
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

て
き
た
キ
ク
ラ
ゲ
。

　

キ
ク
ラ
ゲ
と
い
え
ば
ラ
ー
メ
ン

な
ど
に
添
え
ら
れ
る
脇
役
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
そ
の
栄
養
価

は
驚
く
ほ
ど
高
い
。
日
本
食
品
標

準
成
分
表
に
よ
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
含
有
量
は
食
品
の
中
で
１
位
。

ほ
か
に
も
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
、

食
物
繊
維
も
豊
富
に
含
み
、
栄
養

価
の
高
い
食
材
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
ん
な
キ
ク
ラ
ゲ
の
国
内
に
お

け
る
消
費
量
は
年
間
約
２
万
６
千

㌧
。
そ
の
う
ち
約
99
㌫
が
中
国
な

ど
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

国
内
流
通
量
の
１
㌫
し
か
な
い
国

産
キ
ク
ラ
ゲ
は
食
品
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
と
て
も
魅
力
あ
る
産
品
で

あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
市
で
は
キ

ク
ラ
ゲ
の
特
産
化
を
進
め
た
。

　

ま
た
、
人
吉
の
農
業
は
、
農
業

就
業
者
の
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手

不
足
や
、
外
国
か
ら
の
輸
入
農
産

物
や
長
引
く
不
況
の
影
響
な
ど
に

よ
る
農
産
物
価
格
の
下
落
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
病
害
虫
の

多
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
て
い
た
。
そ
こ
で
高
齢
者
で
も

か
ん
た
ん
に
取
り
組
め
、
気
象
条

件
に
も
影
響
を
受
け
に
く
く
、
か

つ
収
益
性
の
高
い
新
規
作
物
の
導

入
が
検
討
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

そ
の
点
、
ハ
ウ
ス
で
の
キ
ク
ラ

ゲ
の
菌
床
栽
培
は
、
温
度
と
湿
度

の
管
理
を
適
正
に
行
え
ば
気
象
条

件
に
も
左
右
さ
れ
に
く
い
。ま
た
、

キ
ク
ラ
ゲ
の
出
荷
後
の
冬
場
に
は

シ
イ
タ
ケ
の
菌
床
栽
培
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
１
年
を
通
し
て
き
の

こ
の
出
荷
が
可
能
。
さ
ら
に
、
キ

ク
ラ
ゲ
自
体
が
軽
量
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
で
も
軽
作
業
で
収

穫
が
で
き
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
取

り
組
む
新
規
作
物
と
し
て
は
ぴ
っ

た
り
だ
っ
た
。

注
目
さ
れ
た
異
業
種
か
ら
の
参
入

　

生
産
に
向
け
た
準
備
は
、
昨
年

か
ら
本
格
的
に
始
動
。
８
月
26
日

に
は
農
事
組
合
法
人
「
人
吉
き
の

こ
生
産
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
非

農
家
か
ら
の
新
規
参
入
を
含
め
、

30
人
の
生
産
者
が
集
っ
た
。

　

一
方
、
キ
ク
ラ
ゲ
の
生
産
に
必

要
な
菌
床
製
造
に
向
け
て
、
８
月

30
日
に
工
場
新
設
に
関
す
る
協
定

と
農
業
参
入
に
関
す
る
協
定
を
市

と
結
ん
だ
の
は
、「
共
栄
精
密
熊

本
」。
同
社
は
平
成
３
年
に
鬼
木

町
の
梢
山
工
業
団
地
に
工
場
を
設

立
。
半
導
体
部
品
の
検
査
や
加
工

を
行
う
企
業
だ
が
、
一
昨
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
減
産
や
人

員
の
削
減
を
迫
ら
れ
た
た
め
、「
雇

用
を
維
持
し
、
農
業
と
い
う
別
の

角
度
か
ら
地
域
に
貢
献
し
た
い
」

と
菌
床
製
造
に
参
入
。
9
月
に
は

菌
床
培
養
・
栽
培
用
施
設
を
６
棟

建
設
し
た
。

　

そ
し
て
、
キ
ク
ラ
ゲ
の
加
工
・

販
売
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
が

「
エ
ヴ
ァ
ウ
ェ
イ
」。
同
社
は
一
昨

年
か
ら
人
吉
球
磨
の
農
家
と
ト
ウ

ガ
ラ
シ
な
ど
の
契
約
栽
培
を
行
い

熊
本
市
で
加
工
し
て
き
た
が
、
今

年
１
月
26
日
に
市
と
農
業
参
入
に

関
す
る
協
定
を
結
び
、
品
質
安
定

化
や
物
流
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
３

月
に
中
神
町
に
加
工
工
場
を
新
設

し
た
。

国
内
有
数
の
産
地
に

　

生
産
か
ら
販
売
ま
で
農
商
工
連

携
に
よ
る
体
制
が
整
い
、
今
年
５

月
に
は
組
合
員
各
戸
に
ハ
ウ
ス
を

設
営
。
７
月
に
は
菌
床
が
搬
入
さ

れ
、
い
よ
い
よ
キ
ク
ラ
ゲ
の
生
産

が
始
ま
っ
た
。
初
年
度
は
56
㌧
の

生
産
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
９

月
末
の
時
点
で
約
40
㌧
を
出
荷
。

こ
の
調
子
だ
と
目
標
に
近
い
量
を

出
荷
す
る
こ
と
に
な
り
、
人
吉
は

全
国
的
に
見
て
も
有
数
の
キ
ク
ラ

ゲ
産
地
に
な
る
見
込
み
だ
。

　

と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
ブ
ラ
ン

ド
化
へ
の
道
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば

か
り
。
全
国
か
ら
「
キ
ク
ラ
ゲ
と

い
え
ば
人
吉
」
と
認
識
さ
れ
る
よ

う
な
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て
、
挑

戦
は
続
い
て
い
く
。

栽培開始後初めて収穫したキ
クラゲを、「人吉きのこ生産
組合」が「エヴァウェイ」の
加工工場に出荷

集出荷・加工施設を新設し、
販路拡大を目指すため、「エ
ヴァウェイ」が市と農業参入
に関する協定を結ぶ

菌床製造に取り組む「共栄精
密熊本」と市が工場新設と農
業参入に関する協定を結び、
調印式が行われる

農事組合法人「人吉きのこ生
産組合」設立。総会では事
業計画などを承認し、代表理
事に西克博さんを選出

農
商
工
が
連
携
し
生
産
が
ス
タ
ー
ト

人吉市の農産物ブランド化に向けた推進作物の一つであるキクラゲ。今年７月から始まった人吉産
キクラゲの収穫は 10 月まで続き、現在も全国各地へ出荷されている。

２０１０．８．２６２０１０．８．３０２０１１．１．２６２０１１．７．１５

家庭菜園に隣接するハウスでキクラゲを育て
る春木末雄さんと清枝さん。もともと趣味で
野菜を作っていたが、知人に紹介され生産組
合に加入。「キクラゲは成長が速いので育て
るのが楽しい」と話す

人吉産のキクラゲ。中国などからの輸入品と比べて少
し茶色っぽく、肉厚でプリプリとした食感が特徴だ

農
商
工
と
協
力
し
、
キ
ク
ラ
ゲ
の
特
産
化
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
き
た
人
吉
市
。
初
出
荷
ま
で
の
経
緯
を
追
っ
た

人吉産キクラゲ
地域ブランドを目指して

5 HITOYOSHI　2011.11.01 4広報ひとよし　11月号



　

菌
床
と
は
、
お
が
く
ず
な
ど
に
栄
養
素

を
混
ぜ
て
形
成
し
た
も
の
に
、
き
の
こ
の

種
菌
を
植
え
付
け
て
培
養
し
た
も
の
。
菌

床
生
産
の
工
程
で
一
番
重
要
な
の
は
、
菌

を
植
え
付
け
る
接
種
作
業
だ
が
、
そ
れ
に

は
雑
菌
が
入
ら
な
い
滅
菌
室
が
必
要
。
共

栄
精
密
は
半
導
体
事
業
で
使
用
し
て
い
た

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
改
装
し
、
滅
菌
室
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。　

　

こ
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
あ
っ
た
施
設

を
活
用
し
、
菌
床
製
造
を
ス
タ
ー
ト
。
菌

床
の
安
定
供
給
の
た
め
、
昨
年
9
月
に
は

新
た
に
菌
床
培
養
・
栽
培
施
設
を
６
棟
建

設
し
、
製
造
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
菌

床
を
販
売
す
る
に
あ
た
り
、
栽
培
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
と
品
質
保
証
の
た
め
実
験
栽
培

も
始
め
た
が
、
現
在
で
は
栽
培
量
を
増
や

し
、
自
社
栽
培
の
キ
ク
ラ
ゲ
を
〝
お
ひ
と

よ
し
の
ク
マ
産
〟
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
も
行

う
。
同
社
の
吉
田
さ
ん
は
「
今
後
は
菌
床

製
造
ラ
イ
ン
と
栽
培
棟
を
増
設
す
る
こ
と

で
、
菌
床
・
キ
ク
ラ
ゲ
と
も
に
生
産
量
を

増
や
し
、
通
年
で
雇
用
を
確
保
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

培養中の菌床がズラリと並ぶ。同社
は菌床製造に参入するにあたり、約
１年をかけて可能性を検討してきた

「将来は六次産業化を目指し、
キクラゲを使った商品も開発し
たい」と話す班長の吉田さん

鬼木町の梢山工業団地に建つ共栄
精密熊本。現在では施設の約半分
が、菌床製造と栽培のために稼動

既存のクリーンルームを改装した接
種作業室。接種の際は雑菌混入を
防ぐため細心の注意が必要

　

人
吉
き
の
こ
生
産
組
合
が
作
っ
た
キ
ク

ラ
ゲ
を
加
工
・
販
売
す
る
の
は
、
化
粧
品

や
健
康
食
品
の
製
造
販
売
会
社
「
エ
ヴ
ァ

ウ
ェ
イ
」。
同
社
は
一
昨
年
か
ら
人
吉
球

磨
の
農
家
と
ト
ウ
ガ
ラ
シ
や
ナ
タ
マ
メ
の

栽
培
契
約
を
結
び
、
加
工
・
販
売
し
て
い

る
。
今
年
１
月
に
は
市
と
農
業
参
入
に
関

す
る
協
定
を
結
び
、
３
月
に
は
中
神
町
に

新
た
な
工
場
を
設
立
。
キ
ク
ラ
ゲ
用
の
洗

浄
機
、
裁
断
機
、
乾
燥
機
な
ど
を
導
入
し
、

同
組
合
か
ら
買
い
取
る
キ
ク
ラ
ゲ
の
加
工

を
開
始
し
た
。

　

加
工
し
た
キ
ク
ラ
ゲ
の
出
荷
先
は
、
健

康
食
品
な
ど
の
販
売
ル
ー
ト
を
生
か
し
て

昨
年
か
ら
営
業
を
開
始
。栄
養
価
が
高
く
、

安
心
な
国
産
と
い
う
こ
と
で
生
協
や
学
校

給
食
な
ど
の
事
業
者
か
ら
引
き
合
い
が
多

く
、
現
在
は
全
国
の
卸
業
者
へ
出
荷
し
て

い
る
。
ま
た
、
一
部
は
生
キ
ク
ラ
ゲ
も
出

荷
し
て
お
り
、
東
京
や
大
阪
、
福
岡
な
ど

の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
使
っ
て
い
る
そ

う
だ
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
国
産
キ
ク
ラ

ゲ
の
認
知
度
は
低
い
た
め
、
販
路
拡
大
に

向
け
て
営
業
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

カットしたキクラゲ（ホール用はその
まま）は天日に干し、仕上げは乾燥
機へ。注文が入るごとに出荷していく

「全国有数の産地・人吉のキク
ラゲを広めていきたい」と話す
健康ノーサン事業部の瓜生さん

生産組合から納品されたキクラゲ
は、まず洗浄機へ。泡の中でキクラ
ゲを躍らせ、細かな汚れを落とす

洗浄後、スライス用のキクラゲは裁
断機へ通し、自動で３㍉㍍幅にカッ
トしていく。15㌔㌘を約４分で処理

　

キ
ク
ラ
ゲ
の
特
産
化
を
目
指
す
に
あ
た

り
、
市
は
平
成
21
年
10
月
か
ら
生
産
者
を

募
集
し
、
説
明
会
を
開
催
。
昨
年
８
月
26

日
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
農
事
組
合
法

人
「
人
吉
き
の
こ
生
産
組
合
」
だ
。
30
人

の
組
合
員
は
、
農
家
だ
け
で
な
く
、
建
設

業
か
ら
の
参
入
や
会
社
を
退
職
し
た
人
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。
そ
し
て
今
年
５
月
に
は
国

や
県
、
市
か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
た
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
28
棟
が
組
合
員
各
戸
に
建

て
ら
れ
、
７
月
か
ら
キ
ク
ラ
ゲ
の
栽
培
を

開
始
し
た
。

　
「
温
度
・
湿
度
管
理
さ
え
し
っ
か
り
や

れ
ば
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
菌
床
キ
ク
ラ
ゲ
は

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
目
標
の
数
は
採
れ

る
」
と
代
表
理
事
の
西
さ
ん
。
初
年
度
の

生
産
量
の
目
標
は
、
１
棟
あ
た
り
２
㌧
。

９
月
中
旬
時
点
で
は
、
そ
れ
に
近
い
量
を

出
荷
で
き
る
ハ
ウ
ス
も
あ
る
が
「
１
年
目

は
勉
強
期
間
。
来
年
は
４
月
か
ら
栽
培
が

開
始
で
き
る
し
、
各
ハ
ウ
ス
に
入
れ
る
菌

床
の
数
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。
そ
う
す

れ
ば
ぐ
っ
と
収
穫
量
も
増
え
る
」
と
西
さ

ん
は
早
く
も
２
年
目
を
見
据
え
て
い
る
。

エヴァウェイの工場の一角で、組合員
が交代で荷受けを担当。持ち込まれ
たキクラゲを選別・計量し、納品する

ハウスの規格は同一だが、立地条件は
さまざま。そのため、今後は収穫され
るキクラゲの品質の均一化が課題だ

菌床に切れ込みを入れるとキクラゲが
発生。約20日で収穫でき、採ったあ
とはまた新たなキクラゲが発生する

「主婦の女性組合員のアイデア
を生かし、加工品にも取り組
みたい」と代表理事の西さん

　　 農事組合法人
人吉きのこ生産組合

共栄精密熊本 ( 株 )エヴァウェイ ( 株 )

　キクラゲの生産・販売体制

人吉市

共栄精密熊本㈱エヴァウェイ㈱

農事組合法人
人吉きのこ生産組合

菌床の生産からキクラゲ栽培、
加工・販売までの連携調整

菌床の生産キクラゲ加工・販売

◎経理の一元化　◎出荷

連　携 連　携

◎生産・品質管理指導

◎出荷・販売協定
（出荷量、価格）

◎菌床供給協定
（供給量、価格）

菌床の生産

生産・出荷

加工・販売
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キ
ク
ラ
ゲ
を
人
吉
の
新
た
な
特
産

品
と
し
て
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

10
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
は
、
千

葉
県
浦
安
市
の
ダ
イ
エ
ー
新
浦
安
店

で
「
人
吉
球
磨　

目
指
そ
う
！
日
本

一
フ
ェ
ア
!!
」
が
開
催
さ
れ
た
。
人

吉
球
磨
の
農
産
物
や
物
産
品
が
並
ぶ

な
か
に
は
、
も
ち
ろ
ん
人
吉
産
の
キ

ク
ラ
ゲ
も
。
参
加
し
た
「
エ
ヴ
ァ

ウ
ェ
イ
」
の
健
康
ノ
ー
サ
ン
事
業

部
・
瓜
生
さ
ん
は
「
６
日
間
で
生
キ

ク
ラ
ゲ
が
５
０
０
パ
ッ
ク
売
れ
た
。

脇
役
と
い
う
認
識
し
か
な
い
キ
ク
ラ

ゲ
だ
が
、
試
食
販
売
な
ど
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
次
第
で
売
れ
る
」
と
手
ご
た

え
を
話
す
。
ま
た
、
自
社
栽
培
し
た

キ
ク
ラ
ゲ
の
販
売
も
行
う
「
共
栄
精

密
熊
本
」
は
、
郡
市
内
の
ス
ー
パ
ー

で
試
食
販
売
を
実
施
し
た
り
、
く
ま

川
軽
ト
ラ
ッ
ク
さ
ん
ぽ
市
に
出
店
し

た
り
と
地
元
で
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ

る
。「『
食
べ
方
が
分
か
ら
な
い
』
と

い
う
お
客
さ
ん
が
多
い
が
、
調
理
法

を
提
案
す
る
こ
と
で
買
っ
て
い
た
だ

け
る
」
と
同
社
の
吉
田
さ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
人
吉
産
の
キ
ク
ラ
ゲ
は
少
し
ず

つ
認
知
度
を
増
し
、
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

人吉産の乾燥と生のキクラゲがズラ
リ。特に生のキクラゲは、初めて見る
というお客さんが多かったそう

大消費地圏に人吉球磨の農産物や物産
品をPRした「人吉球磨　目指そう！日本
一フェア!!」。会場にはくまモンも登場

「キクラゲは簡単な調理法でおいしく食
べられる」と「共栄精密熊本」の吉田さん。
これからの季節は鍋にもおすすめだとか

キクラゲの天ぷらや刺し身など、郡市
内のスーパーで試食販売を行う「共栄精
密熊本」。レシピは社内で考案している

食
べ
た
い
！
キ
ク
ラ
ゲ
レ
シ
ピ

広
が
る
、
人
吉
産
キ
ク
ラ
ゲ

人
吉
産
キ
ク
ラ
ゲ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
各
地
で
Ｐ
Ｒ
を
展
開
中
。

少
し
づ
つ
知
名
度
を
増
し
て
い
る

地元産の魅力をより感じることができる生キ
クラゲ。「共栄精密熊本」が自社栽培するキ
クラゲ“おひとよしのクマ産”は、グループ会
社「鷹乃産業」が販売を担当し、郡市内の「サ
ンロード」各店と「イスミ」本店、錦店、ハロー
免田店で販売中。一方、「エヴァウェイ」は生
産組合のキクラゲを“豊潤”ブランドで、通販
や関東のスーパーなどで販売する

県外でＰＲ

地元でＰＲ

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
す
た
め
に
は
、
ま
ず
は
地
元
に
住
む
私
た
ち

が
人
吉
産
キ
ク
ラ
ゲ
の
良
さ
を
知
る
こ
と
も
大
事
。と
い
う
こ
と
で
、

お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
か
ん
た
ん
レ
シ
ピ
を
紹
介

下ごしらえしたキクラ
ゲは、一口大に切れば
そのまま刺し身に。わ
さびじょうゆや酢みそ
のほか、好みのドレッ
シングで食べても◎

キクラゲとスライスし
たニンニクをオリーブ
オイルで炒め、ゆでた
パスタと合わせて塩コ
ショウで味を整えれば
完成。お好みでトウガ
ラシやベーコンなどを
加えて

一口大に切ったキクラ
ゲをゴマ油で炒め、砂
糖、しょうゆ、鶏ガラ
スープなどを加えて味
付け。それを金糸玉子、
大葉と一緒にご飯にの
せればキクラゲ丼に

通常の天ぷらと同じよ
うに、下ごしらえした
キクラゲに衣を付けて
揚げるだけ。天つゆは
もちろん、塩だけで食
べるのもおすすめ

キクラゲの天ぷら

キクラゲの刺し身

キクラゲパスタ

キクラゲ丼

※
こ
こ
で
紹
介
す
る
レ
シ
ピ
は
、
生
キ
ク
ラ
ゲ
を
使
っ
た
も
の
で
す
。
生
キ
ク
ラ
ゲ
は
、

石
づ
き
を
取
り
、
30
秒
ほ
ど
ゆ
で
て
か
ら
調
理
し
て
く
だ
さ
い
。
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第１陣活動
REPORT
10/13 ～ 17

第２陣　10/20 ～ 24
　前田 耕一（光生病院）、手

て い し か た

石方 喜久子（居宅介護支援事業所こころ）、
　大山 よし子、★久保山 眞

まこと

、犬童 クミ、深水 彰紀、平井 郁惠（平井整形外科）

第３陣　10/27 ～ 31
　★三倉 美千子（市議会議員）、野田 はるか（人吉総合病院）、髙村 龍一（龍生園）、
　古賀 浩子、山下 三郎、山口 敬子（さち美容室）、東 澄男

第４陣　11/3　～ 7
　前田 純江（球磨中学校）、片瀬 喜美代（デイケアセンター愛生）、堂本 英文（延寿荘）、
　餅崎 恵一郎、横川 元弘（地域生活支援センター翠）、★黒木 征二（人吉動物病院）、
　川口 弥生（球磨公共職業安定所）

第５陣　11/10 ～ 14
　鶴田 頼子（吉田病院）、竹下 久美（回生会アゼリア）、上村 真実（やすらぎの里）、
　★源

げんしま

嶋 正人、山下 峯
みねあき

右、早田 篤司（㈱ライフネット）、田中 麻美子

第６陣　11/17 ～ 21
　松田 健吾（龍生園）、皆越 良

りょうこ

子（市社会福祉協議会）、大平 正和（ケアハウスあいせい）、
　永田 祐樹（七日町郵便局）、★大倉 世

ひろし

（大畑小学校）、白石 勝行、宮川 続
つづき

第７陣　11/24 ～ 28
　山口 京美（外山病院）、告川 咲月（人吉総合病院）、西峯 深

しん

（メディケア光永）、
　沖田 洋介（人吉高校）、神

こうのせ

瀬 文夫、★坂本 克彦（県消防設備保守協会）、田中 惠美子

心
に
元
気
、
届
け
た
い
―
。

人　
吉
市
と
市
社
会
福
祉
協

　

議
会
は
、
震
災
の
被
害

に
特
に
苦
し
ん
で
い
る
南
相
馬
市

に
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
通
称
「
南

相
馬
応
援
人
吉
隊
」
だ
。

　

震
災
か
ら
７
か
月
が
経
過
し
、

現
地
で
必
要
と
す
る
活
動
は
、
が

れ
き
の
撤
去
な
ど
の
復
旧
活
動
か

ら
、
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
人
た
ち

の
生
活
支
援
活
動
へ
と
移
行
し
て

い
る
。仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
方
は
、

慣
れ
な
い
環
境
の
た
め
、
ひ
き
こ

も
り
に
な
っ
た
り
、
心
的
な
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
た
り
す
る
心
配
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
人
吉
隊
は
、
仮
設

住
宅
に
住
む
方
を
対
象
と
し
た
サ

ロ
ン
活
動
に
主
眼
を
お
い
た
支
援

を
行
う
こ
と
に
。
ま
た
、
今
回
の

活
動
は
、
人
吉
市
で
災
害
が
発
生

し
た
際
に
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
活

動
で
き
る
人
材
の
育
成
・
研
修
も

兼
ね
て
い
る
。

　

９
月
に
市
民
を
対
象
に
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
49
人
の
定
員
に
対
し

て
88
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。
看
護

師
や
現
役
の
介
護
職
員
な
ど
の
専

門
職
の
方
を
優
先
し
、
そ
の
ほ
か

第１陣メンバー（敬称略）
【左から】 長友 はるみ（外山内科）、段村 沙織（有島耳鼻科）、
田中 慎二（田中國雄商店）、★藤原 宏、白石 忠志、
柳瀬 辰也、高島 生

せ い き

起、松岡 誠也（同行市職員）
※★マークはリーダー。
※（　）は所属する事業所名。

「
サ　
ロ
ン
に
参
加
し
て
く

　

れ
た
人
が
『
こ
ん
な

に
笑
っ
た
の
は
震
災
後
初
め
て

だ
っ
た
』
と
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と

が
一
番
良
か
っ
た
」
と
活
動
を
終

え
た
第
一
陣
の
リ
ー
ダ
ー
・
藤
原

さ
ん
は
話
す
。

　

サ
ロ
ン
前
日
は
、
夜
10
時
ま
で

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
た
。「
人

吉
」
と
い
う
地
名
さ
え
知
ら
な
い

人
た
ち
の
前
で
、
人
吉
の
紹
介
を

皮
切
り
に
、笑
い
を
交
え
な
が
ら
、

ち
ょ
ん
か
け
ご
ま
や
ヨ
ガ
体
操
な

ど
メ
ン
バ
ー
の
特
技
も
盛
り
込
ま

れ
た
サ
ロ
ン
。
中
で
も「
き
じ
馬
」

に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
や
、
球
磨
弁

の
紹
介
が
受
け
た
そ
う
だ
。

　

苦
し
み
や
悲
し
み
を
乗
り
越
え

た
人
た
ち
が
腹
を
抱
え
て
笑
っ
て

く
れ
た
。
自
分
た
ち
が
帰
る
と
き

に
は
、
バ
ス
が
見
え
な
く
な
る
ま

で
涙
を
流
し
な
が
ら
手
を
振
っ
て

く
れ
た
。
何
物
に
も
代
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
経
験
を
積
ん
で
帰
っ

て
き
た
第
一
陣
メ
ン
バ
ー
の
顔

は
、ど
こ
か
誇
ら
し
げ
に
見
え
た
。

第２陣以降の

「南相馬応援
人吉隊」メンバー

（敬称略）

人口　66,606 人（H23.10.1 現在）
　　　※ H23.3.11 時点では 71,557 人
位置　福島県の浜通りと呼ばれる沿岸部
　　　の北部に位置する。
気候　太平洋に面した穏やかな気候。
歴史　鎌倉から明治まで 700 年以上、　
　　　相馬氏が治めた。平成 18 年に、
　　　旧小高町、旧鹿島町、旧原町市の
　　　1 市 2 町が合併して南相馬市に。

福島県

宮城県

岩手県

青森県

秋田県

山形県

南相馬市

東日本大震災での被害状況
死者　640 人　行方不明者　23 人
住宅建物被害 ( 全壊＋半壊）　5,657 棟

（H23.10.12 現在）
◎市南部に位置する小高区全域と原町区
の一部（市全体の約 3 分の１）が、福島第
一原発から 20㎞圏内の警戒区域（立ち入
り禁止区域）に含まれ、現在も 2 万人以
上の人たちが自宅に帰れない状況にある。

は
抽
選
で
メ
ン
バ
ー
を
決
定
。
定

員
割
れ
を
心
配
し
て
い
た
事
務
局

も
、
そ
の
意
欲
と
関
心
の
高
さ
に

驚
か
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
７
人
を
一

チ
ー
ム
と
し
て
構
成
。
第
７
陣
ま

で
派
遣
す
る
。
人
吉
隊
が
目
指
す

活
動
は
「
人
吉
な
ら
で
は
の
サ
ロ

ン
活
動
」。
自
分
た
ち
の
特
技
を

生
か
し
て
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
元

気
を
届
け
る
た
め
に
、
各
チ
ー
ム

ご
と
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え

た
。
49
人
全
員
が
、
不
安
を
胸
に

抱
き
な
が
ら
も
使
命
に
燃
え
る
。

福島県南相馬市 DATA

福
島
県
南
相
馬
市
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
南
相
馬
応
援
人
吉
隊
」
活
動
報
告
①

市 章

サロン活動とは
「サロン」とは、誰でも気軽
に参加できる「集まり」です。
昔でいう井戸端や寄り合い
処、家庭での茶の間のよう
な空間です。地域のつなが
りがだんだん少なくなって
いる中、意図的にそういっ
た場所を創りだして、地域
の絆づくりなどをお手伝い
します。

➊サロン会場前の男の子　➋リ
ラックスした様子の参加者　
➌海沿いにはまだ震災の爪
痕が　➍ちょんかけごまを披
露する藤原さん　➎血圧測定
や健康相談も行われた

１

５４

３

２

※★マークはリーダー。
※（　）は所属する事業所名。

東日本大震災発生から７か月。被災地では現在
も復興に向けた活動が続いている。そんな被災
地の中でも特に支援が求められているまちの一
つに福島県南相馬市がある。南相馬市は、地震、
津波、原発事故、農畜産物被害、風評被害、人
権侵害などのあらゆる被害と闘っている。

11 10HITOYOSHI　2011.11.01 広報ひとよし　11月号



11
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈫
広
報
配
布

２
㈬
三
遊
亭
遊
馬
独
演
会
（
イ
ス
ミ
本
店
）

３
㈭
文
化
の
日
、
出
水
中
央
高
校
吹
奏

楽
部
演
奏
会
（
CP
）

4
㈮

５
㈯

６
㈰
一
日
司
書
体
験
（
市
図
書
館
）

７
㈪

８
㈫

９
㈬

10
㈭

11
㈮
第
65
回
犬
童
球
渓
顕
彰
音
楽
祭

（
CP
、
～
13
日
）

12
㈯
ひ
と
よ
し
産
業
祭
（
ふ
る
さ
と
歴

史
の
広
場
、
～
13
日
）、
野
鳥
写

真
展
（
西
九
日
町
）

13
㈰

14
㈪

15
㈫
広
報
配
布

16
㈬

17
㈭
第
１
回
家
庭
教
育
講
演
会
（
東
西

コ
ミ
セ
ン
）

18
㈮
第
40
回
特
別
合
同
講
演
会
（
ア
ン

ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安
）

19
㈯
ハ
ロ
ー
か
ら
始
ま
る
ふ
れ
あ
い
in
人

吉
・
学
び
の
秋
編
（
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

20
㈰
歴
史
館
カ
レ
ッ
ジ
（
人
吉
城
歴
史
館
）

21
㈪

22
㈫

23
㈬
勤
労
感
謝
の
日

24
㈭

25
㈮

26
㈯

27
㈰
人
権
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
CP
）

28
㈪

29
㈫

30
㈬

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

サケのキノコチーズ焼き

【材　料】（幼児1人分）

【作り方】

レシピ

・かめさんごはん
  （ワカメごはん）

・うらしまたろうのたまてばこ
・りゅうぐうサラダ
  （海草サラダ）

・おとひめスープ
（三色ソーメン入りスープ）

子
ど
も
た
ち
は
絵
本
が
大
好

き
。
大
人
も
子
ど
も
も
誰
も
が
知

っ
て
い
る
「
う
ら
し
ま
た
ろ
う
」

の
お
話
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
「
サ
ケ
の

キ
ノ
コ
チ
ー
ズ
焼
き
」
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
「
う
ら

し
ま
た
ろ
う
の
た
ま
て
ば
こ
」
に

し
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル（
た
ま
て
ば
こ
）

を
開
け
る
と
白
い
煙
（
蒸
気
）
が

モ
ク
モ
ク
と
…
…
。
ド
キ
ド
キ
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
楽
し
い
「
ご
は

ん
の
時
間
」
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
。

　

食
事
の
前
に
「
う
ら
し
ま
た
ろ

う
」
の
お
話
を
す
る
と
、
も
っ
と

楽
し
く
な
り
そ
う
で
す
ね
。

４時間目

　幼いころに身についた生活習慣は、10年先、
20年先の健康状態に影響するといっても過言で
はありません。基本はやはり「早寝・早起き・朝
ごはん」保育園全体でも取り組んでいる運動です。
　このコーナーでは、人吉市保育園連盟給食部会
の皆さんのご協力のもと、子どもはもちろん大人
もニッコリの保育園給食メニューを紹介していき
ます。4時間目は秋メニュー第２弾「うらしまた
ろうのたまてばこ」。どうして「たまてばこ」な
のでしょう？

こんなメニューにしてみました。
「うらしまたろうのたまてばこランチ」

～うらしまたろうのたまてばこ～

サケ切身………… 40g
ニンジン………… 10g
シメジ…………… 10g
エノキ…………… 10g
生キクラゲ……… 5g

シイタケ………… 10g
チーズ…………… 5g
バター…………… 3g
しょうゆ…… 小さじ½

協力：人吉市保育園連盟給食部会

①ニンジン、シイタケ、生キクラゲは
千切りに、シメジ、エノキは適当な
大きさに切る。② ➊をバターで炒め、
しょうゆで味付けする。③大きめに
切ったアルミホイルにサケを入れ、➋
とチーズのせてアルミホイルで包み込
む。④ ➌をオーブンで焼いたらでき
あがり☆

松
本　

明
あ
き
ら

・
ミ
チ
子
（
瓦
屋
）

藤
戸　

富と
み
お男

・
禮れ

い
こ子

（
城
本
）

園
田　

昭あ
き
す
け祐

・
秀ひ

で
こ子

（
上
薩
摩
瀬
）

田
代　

安や
す
も
り盛

・
睦む

つ
こ子

（
中
神
段
）

隈
部　

將ま
さ
お夫

・
幸さ

ち
こ子

（
下
戸
越
）

赤
坂　

眞し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
・
麗れ

い
こ子

（
城
本
）

新
倉　

健け
ん
い
ち一

・
タ
ツ
子
（
鶴
田
）

仮
屋　

重し
げ
の
り教

・
ユ
リ
子
（
矢
黒
）

迫
田　

正ま
さ
し志

・
典の

り
こ子

（
井
ノ
口
）

髙
原　

三さ
ぶ
ろ
う郎

・
美み

ね子
（
東
間
下
）

緒
方　

保や
す
く
に邦

・
淑よ

し
こ子

（
瓦
屋
）

本
岩　

正ま
さ
と
し利

・
節せ

つ
こ子

（
西
間
上
）

田
口　

勝か
つ
ま馬

・
シ
ゲ
ミ
（
赤
池
原
）

原
田　

英ひ
で
か
ず一

・
恭

き
ょ
う

（
九
日
）

米
倉　

司
つ
か
さ

・
禮れ

い
こ子

（
願
成
寺
）

上
田　

武
た
け
し

・
雅ま

さ
こ子

（
瓦
屋
）

羽
田
野　

弘ひ
ろ
ふ
み文

・
ナ
ミ
ヱ
（
瓦
屋
）

大
川　

俊と
し
ろ
う郎

・
佐さ

よ

こ

代
子
（
中
神
大
柿
）

今
坂　

哲て
つ
ろ
う郎

・
ミ
ド
リ
（
下
原
田
瓜
生
田
）

原　

利と
し
た
か孝

・
節せ

つ
こ子

（
下
青
井
）

西　

末す
え
の
ぶ信

・
ミ
サ
キ
（
上
戸
越
）

佐
々
木　

安や
す
を夫

・
キ
ミ
子
（
中
林
）

日
隠　

宗む
ね
み
つ光

・
キ
ミ
子
（
下
原
田
堀
）

奥
村　

明あ
き
の
り則

・
弘ひ

ろ
こ子

（
瓦
屋
）

山
下　

鐵て
つ
ひ
こ彦

・
睦む

つ
め女

（
相
良
）

今
村　

英ひ
で
ひ
ろ弘

・
シ
ズ
カ
（
瓦
屋
）

小
澤　

強
つ
よ
し

・
孝た

か
こ子

（
下
青
井
）

島
津　

冨と
み
お男

・
良り

ょ
う
こ子

（
矢
黒
）

杉
元　

憲け
ん
じ次

・
鈴す

ず
え江

（
麓
）

上
原　

利と
し
お雄

・
都

み
や
こ

（
上
原
田
上
原
）

山
本　

擧た
か
は
る治

・
笑え

み
こ子

（
宝
来
）

丸
尾　

友と
も
じ次

・
美み

え

こ

重
子
（
浪
床
）

桒
原　

清き
よ
と人

・
沙さ

え

こ

延
子
（
下
原
田
荒
毛
）

山
村　

哲て
つ
お雄

・
芳よ

し
こ子

（
瓦
屋
）

中
原　

猛
た
け
し

・
妙た

え
こ子

（
瓦
屋
）

坂
口　

豊
ゆ
た
か

・
篤あ

つ
こ子

（
九
日
）

積
内　

國く
に
お男

・
ハ
ル
エ
（
下
薩
摩
瀬
）

岩
本　

德と
く
も
り盛

・
佐さ

つ

こ

津
子
（
下
林
）

栁
瀬　

直な
お
の
ぶ信

・
ト
ヨ
子
（
下
原
田
瓜
生
田
）

今
﨑　

俊と
し
ひ
ろ寛

・
宗む

ね

（
駒
井
田
）

吉
村　

義よ
し
み
つ光

・
ム
ツ
子
（
鬼
木
）

生
駒　

信の
ぶ
よ
し義

・
千ち

よ
し芳

（
下
薩
摩
瀬
）

坂
本　

京
き
ょ
う
い
ち一

・
ハ
ナ
子
（
下
原
田
荒
毛
）

東　

正ま
さ
や
す保

・
妙た

え
こ子

（
上
漆
田
）

井
上　

温は
る
あ
き章

・
和か

ず
こ子

（
西
間
上
）

塩
杉　

晴せ
い
い
ち市

・
洋よ

う
こ子

（
土
手
）

元
田　

定さ
だ
き規

・
エ
イ
子
（
中
神
段
）

荒
木　

啓け
い
き喜

・
照て

る
こ子

（
中
青
井
）

髙
橋　

優
ま
さ
る

・
令れ

い
こ子

（
矢
岳
）

鍋
島　

洋
ひ
ろ
し

・
洋よ

う
こ子

（
老
神
）

松
下　

義よ
し
あ
き明

・
美み

ち

こ

智
子
（
上
薩
摩
瀬
）

今
村　

和か
ず
お男

・
芳よ

し
こ子

（
下
原
田
嵯
峨
里
）

歌
丸　

義よ
し
み
つ光

・
孝た

か
こ子

（
下
原
田
荒
毛
）

萩
原　

正
た
だ
し

・
惠え

み

こ

美
子
（
鬼
木
）

東　

良よ
し
の
り則

・
カ
ル
子
（
東
漆
田
）

瀧
本　

重し
げ
の
り則

・
眞ま

さ
こ子

（
下
戸
越
）

横
谷　

猛
た
け
る

・
俊と

し
こ子

（
駒
井
田
）

朝
田　

友と
も
き喜

・
イ
ヅ
子
（
中
神
段
）

久
本　

貞さ
だ
ゆ
き之

・
國く

に
こ子

（
井
ノ
口
）

那
須　

定さ
だ
よ
し義

・
五い

つ

こ

月
子
（
西
間
上
）

吉
村　

安
や
す
し

・
静し

ず
こ子

（
下
林
）

永
田　

吉き
ち
の
じ
ょ
う

之
丞
・
千ち

か

こ

佳
子
（
土
手
）

永
田　

耕こ
う
い
ち一

・
美み

ち

こ

智
子
（
下
薩
摩
瀬
）

岩
本　

康や
す
し資

・
瞳

ひ
と
み

（
鬼
木
）

桑
原　

松ま
つ
お男

・
八や

え枝
（
東
間
上
）

深
町　

勉
つ
と
む

・
ル
ミ
子
（
願
成
寺
）

村
山　

安や
す
の
り典

・
孝た

か
こ子

（
西
間
上
）

藤
田　

悟
さ
と
る

・
昭あ

き
こ子

（
東
間
上
）

浅
生　

三み
よ
し善

・
照て

る
こ子

（
浪
床
）

田
代　

敏と
し
を雄

・
春は

る
よ代

（
東
間
上
）

湯
本　

定さ
だ
ひ
こ彦

・
美み

よ

こ

代
子
（
下
原
田
嵯
峨
里
）

新
門　

親ち
か
し志

・
勝か

つ
こ子

（
浪
床
）

丸
尾　

勝か
つ
よ
し義

・
キ
ヌ
ヨ
（
浪
床
）

田
山　

安や
す
の
り則

・
久ひ

さ
こ子

（
上
田
代
）

大
柿　

英ひ
で
か
ず和

・
ス
ミ
子
（
五
日
）

新
宮　

義よ
し
な
お尚

・
ミ
キ
（
相
良
）

岩
井　

實
み
の
る

・
容よ

う
こ子

（
西
間
下
）

松
田　

五ご
ろ
う郎

・
ミ
ヨ
子
（
下
林
）

新
倉　

利と
し
み
つ光

・
美み

よ

こ

養
子
（
下
原
田
瓜
生
田
）

宮
尾　

長な
が
い
し石

・
ミ
ナ
子
（
蟹
作
）

西　

恒つ
ね
み美

・
悦え

つ
こ子

（
西
間
下
）

隈
部　

從よ
り
み
ち道

・
美み

ほ穗
（
浪
床
）

上
村　

茂
し
げ
る

・
夛た

き

え

喜
江
（
上
漆
田
）

田
中　

義よ
し
と人

・
ム
ツ
子
（
上
青
井
）

大
柿　

長ち
ょ
う
た太

・
公き

み
こ子

（
中
神
大
柿
）

豊
永　

健
た
け
し

・
星ほ

し
こ子

（
西
間
上
）

　

今
年
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
86
組
の
ご

夫
婦
を
対
象
に
し
た
人
吉
市
金
婚
夫
婦

表
彰
が
、
９
月
28
日
に
行
わ
れ
、
50
年
連

れ
添
っ
た
ご
夫
婦
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
金
婚
夫
婦
を

代
表
し
て
原
利
孝
さ
ん
が
「
口
に
は
出
さ

な
い
が
妻
に
は
感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
２
人
そ
ろ
っ
て
地
域
の
行
事
に
参
加

し
、
社
会
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
９
日
に
は
、
熊
本
日
日
新

聞
社
金
婚
夫
婦
表
彰
伝
達
式
が
市
役
所
で

あ
り
、
原
さ
ん
ご
夫
婦
（
左
上
写
真
）
が

金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
86
組
の
お
名
前
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
、
届
け
出
順
）

13 HITOYOSHI　2011.11.01 12広報ひとよし　11月号



開 催 日　12 月 11 日（日）　※雨天決行
開会式：午前８時 50 分　スタート：午前 10 時

会 場　西瀬小学校グラウンド一帯
参加部門　★中学男子の部　★高校男子の部　★女子の部　★一般の部

※チームは各部門とも監督１人、選手６人、補員２人以内で編成してください。
※参加申し込みをしていないチームのオープン参加はできません。

コ ー ス　距離 20.14km（西瀬小　スタート・ゴール）
１区＝ 4.32km　２区＝ 2.43km　３区＝ 3.30km
４区＝ 4.36km　５区＝ 2.43km　６区＝ 3.30km

参加申込　市社会教育課備え付けの申込書に記入し、下記申込先に提出してください。
参 加 料　１チームあたり　一般＝ 3,000 円　中学・高校生＝ 1,500 円
申込期限　11 月 15 日（火）午後５時　　　　　（土・日曜日、祝・祭日を除く）
申込・問合せ　市社会教育課スポーツ振興係（市役所別館２階）（☎２２– ２１１１内線５２４１・５２４２）

募
　
　
集

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

は
お
済
み
で
す
か
？

工
場
立
地
新
・
増
設
の
優
遇
制

度
が
受
け
や
す
く
な
り
ま
し
た

く
ま
も
と
の
宝
「
農
地
」
を

守
り
活
用
し
よ
う
！

　

ま
だ
犬
の
登
録
を
し
て
い
な
い

方
、
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
最
寄
り

の
会
場
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
全
て
、
登

録
と
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
日　

11
月
20
日
㈰

※
大
雨
中
止

時
間
・
場
所

午
前
９
時
30
分
～
50
分
＝
大
畑
コ

ミ
セ
ン

午
前
10
時
５
分
～
45
分
＝
市
役
所

別
館

午
前
11
時
～
30
分
＝
横
川
理
容
前

（
願
成
寺
町
）

午
後
1
時
30
分
～
２
時
＝
中
原
コ

ミ
セ
ン
横
広
場

午
後
２
時
15
分
～
45
分
＝
東
西
コ

ミ
セ
ン

　

10
月
１
日
か
ら
、
人
吉
市
企
業

立
地
促
進
条
例
を
一
部
改
正
し
、

市
内
の
新
た
な
工
場
立
地
と
既
存

工
場
の
増
設
に
対
す
る
優
遇
制
度

を
受
け
る
た
め
の
条
件
の
緩
和
・

優
遇
制
度
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

　

企
業
の
立
場
に
立
ち
、
優
遇
制

度
を
よ
り
受
け
や
す
い
よ
う
改
め

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

市
商
工
振
興
課
企
業
誘

致
推
進
室

　

11
月
は
「
い
き
い
き
農
地
適
正

利
用
強
化
月
間
」
で
す
。
農
地
は

食
糧
生
産
の
基
礎
と
し
て
適
正
に

利
用
し
、
無
断
で
農
地
以
外
の
も

の
に
せ
ず
、
荒
ら
さ
ず
、
耕
作
放

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
ま
す
！

　

人
吉
市
地
球
の
環(

わ)

を
ま
も

り
隊
は
、
ひ
と
よ
し
産
業
祭
会
場

で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を

収
集
し
ま
す
。
50
個
以
上
お
持
ち

い
た
だ
い
た
方
に
は
、
粗
品
を
進

呈
し
ま
す
。
集
め
た
キ
ャ
ッ
プ
は

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
交
換
事
業(

４

㌔
㌘
＝
１
人
分)

に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

期
日　

11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

場
所　

ひ
と
よ
し
産
業
祭
会
場
・

「
地
球
の
環(

わ)

を
ま
も
り
隊
」

コ
ー
ナ
ー
（
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広

場
）

対
象　

飲
料
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
の
み
を
回
収
し
ま
す
。

汚
れ
て
い
る
も
の
は
風
呂
残
り
水

な
ど
で
軽
く
す
す
い
で
か
ら
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
環
境
課

棄
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
自
ら
耕
作

が
で
き
な
い
場
合
は
、
耕
作
を
希

望
さ
れ
る
方
に
貸
し
出
し
ま
し
ょ

う
。

農
地
に
関
す
る
問
合
せ　

市
農
業

委
員
会
事
務
局

月
間
に
関
す
る
問
合
せ　

県
農

地
・
農
業
振
興
課(
☎
０
９
６
‐

３
３
３
‐
２
３
７
６)

午
後
３
時
～
30
分
＝
西
瀬
コ
ミ
セ

ン料
金　

予
防
注
射
＝
３
０
５
０

円
、
新
規
登
録
＝
３
千
円

　

登
録
は
犬
の
生
涯
に
１
回
、
予

防
注
射
は
毎
年
１
回
で
す
。

　

所
有
者
や
住
所
の
変
更
、
犬
の

死
亡
な
ど
は
必
ず
市
環
境
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

の
印
鑑

処
分
費　

本
人
負
担
（
不
明
農
薬

は
検
査
料
と
し
て
別
途
１
万
円
）

注
意　

①
指
定
の
回
収
袋
を
Ｊ
Ａ

で
購
入
し
、
容
器
の
種
類
別
に
分

類
す
る
。（
回
収
袋
に
は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）
②
ス

プ
レ
ー
缶
は
穴
を
開
け
る
。
③
洗

浄
・
分
別
す
る
。

問
合
せ　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
下
球
磨

(

☎
�
３
２
１
１
、
上
薩
摩
瀬
町

８
６
１
‐
１)

期限厳守

“ いで湯と球磨焼酎・笑顔の里 ”

第 58 回人吉駅伝大会　参加チーム募集
情報ひろば

あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

お
知
ら
せ

市役所（代表） ☎22−２１１１
カルチャーパレス ☎24−３３１１ スポーツパレス ☎22−１６８８ 水 道 局 ☎22−５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24−８４２０ 石 野 公 園 ☎22−６７００ 人吉城歴史館 ☎22−２３２４

11
月
の
臨
時
ご
み
収
集

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な

ど
の
捨
て
方
に
注
意
！

年
金
を
受
け
て
い
る

皆
さ
ん
へ

農
薬
空
容
器
・
廃
棄
農
薬
を

回
収
し
ま
す

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い

　

11
月
3
日(

木
・
文
化
の
日)

と

23
日(

水
・
勤
労
感
謝
の
日)

の
両

祝
日
は
、
い
ず
れ
も
ご
み
収
集
を

行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
へ
の
持
ち
込
み
も
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
月
曜
日
が
休
日
と

な
っ
て
い
る
日
の
み
、
定
め
ら
れ

た
種
類
の
ご
み
を
臨
時
収
集
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係
　

不
用
に
な
っ
た
ラ
イ
タ
ー
な
ど

を
捨
て
る
と
き
は
ガ
ス
を
抜
き
、

燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ガ
ス
を
抜
く
と
き
は
火

災
や
吸
引
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

ガ
ス
抜
き
の
方
法

①
周
囲
に
火
の
気
の
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。
②
操
作
レ
バ
ー
を
押

し
下
げ
る
。
着
火
し
た
場
合
は
す

ぐ
に
吹
き
消
す
。
③
輪
ゴ
ム
や
粘

着
力
の
強
い
テ
ー
プ
で
、
押
し
下

げ
た
ま
ま
の
レ
バ
ー
を
固
定
す

る
。
④
「
シ
ュ
ー
」
と
い
う
音
が

　

次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
現
況

届
ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
届
が
必
要

で
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
現
況
確
認
が
行
え

な
い
方
（
住
民
票
コ
ー
ド
が
確

認
で
き
な
い
方
・
外
国
籍
の
方

な
ど
）
は
「
現
況
届
」

②
加
給
年
金
額
を
受
け
て
い
る
方

は
「
生
計
維
持
確
認
届
」

③
障
害
年
金
受
給
者
の
方
で
、
障

害
の
程
度
の
確
認
が
必
要
な
方

は
「
診
断
書
」

　

こ
れ
ら
の
届
は
日
本
年
金
機
構

か
ら
受
給
者
の
方
へ
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ

な
い
と
、
年
金
の
振
り
込
み
が
止

ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
現
況
届
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
記

載
し
て
提
出
す
る
と
、
次
の
年
か

　

使
用
済
み
の
農
業
用
ビ
ニ
ー

ル
・
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
法
律
に
よ
り

使
用
者
が
適
正
に
処
理
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

回
収
日　

11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
３
時

場
所　
Ｊ
Ａ
く
ま
下
球
磨
選
果
場
前

持
参
物　

委
任
状
作
成
の
た
め
の

印
鑑

注
意　

①
使
用
中
お
よ
び
撤
去
時

な
ど
、
突
風
に
よ
る
飛
散
防
止
に

ら
現
況
届
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所(

☎

０
９
６
５
㉟
６
１
２
３)

、
市
保

険
年
金
課
国
保
年
金
係

聞
こ
え
れ
ば
、
ガ
ス
が
噴
出
し
て

い
る
。
聞
こ
え
な
い
場
合
は
炎
調

整
レ
バ
ー
を
プ
ラ
ス
方
向
い
っ
ぱ

い
に
動
か
す
。
⑤
こ
の
状
態
の
ま

ま
、
付
近
に
火
の
気
が
な
く
風
通

し
の
よ
い
屋
外
に
半
日
か
ら
1
日

放
置
す
る
。
⑥
念
の
た
め
に
着
火

操
作
を
し
て
、
火
が
着
か
な
け
れ

ば
ガ
ス
抜
き
は
完
了
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
②
決
め
ら

れ
た
分
別
・
梱
包
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
梱こ
ん
ぽ
う包
の
仕
方
が
悪
い
場
合
、

回
収
で
き
ま
せ
ん
）

問
合
せ　
Ｊ
Ａ
く
ま
下
球
磨
営
農

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
３
０
６
０
）

　

ま
た
、
野
焼
き
や
不
法
投
棄
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
発

見
し
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

人
吉
保
健
所
（
☎
�

３
１
０
７
）、
廃
棄
物
１
１
０

番
（
☎
０
９
６
‐
３
８
５
‐

５
３
０
０
）

期
日　

11
月
10
日
㈭

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
下
球
磨

持
参
物　

委
任
状
作
成
の
た
め

平成 24 年経済センサス
活動調査を実施します。

　平成 24 年２月１日に実
施する、経済センサス―活
動調査は、わが国における
産業構造を包括的に明らか
にすることを目的とする政府の重要な調査
で、統計法に基づいた報告義務のある基幹統
計調査です。
　調査票は、平成 24 年１月末までにお届け
しますので、２月１日以降に提出してください。
　調査票に記入していただいた内容は、統計
の目的以外（例：税の資料など）に使用する
ことは絶対にありませんので、安心してご提
出ください。

総務省・経済産業省・人吉市
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夏休み編の様子

講師　中山 厚 氏
北海道財務局長

（元人吉税務署長）

人吉の旬な情報をホームペー
ジで配信しています。
　市ホームページのトップか
ら、左下にある↓のバナーか
らご覧ください。

「百花繚欄 人吉」
インターネットで配信中

　

熊
本
大
学
法
科
大
学
院
（
研
究

者
と
弁
護
士
の
共
同
チ
ー
ム
）
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
会
で
す
。

期
日　

11
月
26
日
㈯

時
間　

午
後
４
時
～
８
時

受
付
時
間　

午
後
４
時
～
７
時
30

分場
所　

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

内
容　

一
般
民
事
事
件
、
家
事
事

件(

離
婚
・
相
続)

、
多
重
債
務
な

ど申
込
期
限　

11
月
24
日
㈭
午
後
４

時申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
大
学
法
科

大
学
院
ロ
ー
セ
ン
タ
ー
法
律
相

談
受
付(

☎
０
９
６
‐
３
６
３
‐

７
１
１
８)

相　
　

談

夕
方
か
ら
の
相
談
会

―
無
料
法
律
相
談
会
―

第
１
回
家
庭
教
育
講
演
会

ハ
ロ
ー
か
ら
始
ま
る
ふ
れ
あ
い

in
人
吉
・
学
び
の
秋
編

第
40
回
特
別
合
同
講
演
会

催 

し 

物

　

家
庭
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
人

間
形
成
の
行
わ
れ
る
最
初
の
場

所
。
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
や
幼

児
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
子

育
て
・
家
庭
教
育
の
実
践
に
役
立

つ
お
話
し
で
す
。

期
日　

11
月
17
日
㈭

時
間　

午
後
７
時
～

場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン

演
題　
「
家
庭
教
育
と
地
域
の
役

　

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来

日
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
が
、
英
語
や
ゲ
ー
ム
な

ど
を
通
し
て
外
国
の
文
化
・
習
慣

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
。
外
国
を

身
近
に
感
じ
な
が
ら
世
界
に
目
を

期
日　

11
月
18
日
㈮

時
間　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安

演
題　
「
日
本
及
び
地
域
経
済
復

活
の
条
件
～
資
金
の
停
滞
が
財
政

赤
字
・
低
成
長
・
格
差
を
生
む
～
」

入
場
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
商
工
会
議

所(

☎
�
３
１
０
１)

割
」

講
師　

熊
本
大
学
教
育
学
部
副
学

部
長
・
古
賀
倫の
り
つ
ぐ嗣

氏

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

市
社
会
教
育
課
生
涯
学

習
係

　アライグマは北米大
陸原産です。日本には
ペ ッ ト と し て 輸 入 さ
れ、その後逃げ出した
り捨てられたりした個
体が野生化しました。
暑さや寒さにも強く、
何でも食べる雑食性で、分布を拡大しています。九州で
は、平成11年ごろから確認され始め、宮崎・福岡・大
分など隣県でも確認されています。
　在来の生態系や農作物などに被害を与えたり、感染症
を媒介する可能性もあるため「特定外来生物」として、
飼育・譲渡・販売が禁止され、防除の対象となっています。
　被害を防ぐには、早期発見、早期対応が重要です。地
域内を見回り、廃棄された農作物や生ごみが餌とならな
いように適切に処理しましょう。
　なお、アライグマを捕獲・殺処分するには環境省の確
認などの手続きが必要です。発見した場合は、最寄りの
関係機関に連絡してください。
問合せ　市農林整備課林務係
　　　　（☎２２－２１１１内線５１２６）
　　　　球磨地域振興局森林保全課(☎２４－４１９０)

向
け
、
異
な
る
文
化
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
ょ
う
！

期
日　

11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

時
間　

午
後
２
時
～
５
時

場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン

対
象　

市
内
の
小
学
４
～
６
年
生

参
加
料　

無
料

講
師　

Ａ
Ｌ
Ｔ(
３
人
程
度)

申
込
要
件　

○
２
日
間
と
も
参
加

で
き
る
こ
と
。
○
保
護
者
な
ど
が

会
場
ま
で
送
迎
で
き
る
こ
と
。（
保

護
者
の
参
観
も
可
）

募
集
人
数　

20
人(

先
着
順)

申
込
期
限　

11
月
11
日
㈮

申
込
方
法　

市
企
画
課
に
備
え
付

熊本県にアライグマの
進入が迫っています！

け
て
あ
る
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
市
企
画
課
内
）

第65回 犬
い ん ど う

童球
き ゅ う け い

渓顕彰音楽祭 開催
碑前祭
●11月11日㈮／午前８時30分〜
カルチャーパレス敷地内にある犬童球渓先生の銅
像前で、参加者全員が「旅

りょしゅう

愁」「故郷の廃家」を
斉唱します。
学校発表会
●11月11日㈮／午前９時〜
●カルチャーパレス大ホール
人吉球磨の小中高校生が一堂に会して合唱・合奏・
吹奏楽のステージを披露します。
個人コンクール本選
●11月12日㈯／午前９時30分〜
●カルチャーパレス大ホール
８月に行われた予選通過者が、球渓賞を目指して
練習の成果を競います。

音楽の夕べ
●11月13日㈰／午後６時30分〜
●カルチャーパレス大ホール　●入場無料
市内音楽団体の発表、個人コンクール本選球渓賞
受賞者の発表など盛りだくさんのコンサートです。
“L

レ ッ ツ

et's S
シ ン グ

ing a
ア

 S
ソ ン グ

ong T
ト ゥ ゲ ザ ー

ogether!”では、地域のＡ
ＬＴ（外国語指導助手）と一般参加者が一緒に「旅
愁」の原曲などを英語で披露。また、今年は混声
コーラス「フォレスタ」をゲストに迎え、市内４
合唱団で結成した“犬童球渓合唱団”とフォレスタ
が「日本の四季」をテーマにした歌の数々を披露
します。

問合せ　市文化振興課文化係
　　　　（☎２２– ２１１１内線１３０３）

人権を大切にするまちづくりフェスティバル

金子みすゞの世界にふれるライブ＆トーク
♩♬みんなちがって みんないい♪

人権同和問題講演会

期日　11月27日㈰

時間　午後１時～（開場：午後０時30分）

会場　カルチャーパレス小ホール

もり いさむ　心の詩
う た

コンサート
時間　午後１時 20 分～２時 20 分

時間　午後２時 30 分～４時
講師　福永 宅司 氏（子どもの学び館代表取締役）

内容　一人芝居公演　予定演目「学 校」

手話通訳・託児（無料）があります
託児を希望される方は 11 月
18 日㈮までにお申し込みく
ださい。
対象：２歳以上
先着 10 人

問合せ
市地域生活課男女共同参画推進室

（☎２２－２１１１内線２１１５）

▲

ゲ
ス
ト
の
フ
ォ
レ
ス
タ

入場無料

（写真提供：BS 日テレ）
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期　　日 会　場 対 象 地 区 受付時間

11月12日㈯ 大畑コミセン
東漆田町、下漆田町、上漆田町、上田代町、下田代町、大野町、
大畑町、大畑麓町

午
前
７
時
30
分
〜
10
時
30
分

11月13日㈰
西瀬コミセン

宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町
11月14日㈪ 下城本町、矢黒町、下永野町
11月15日㈫ 上永野町、下戸越町、上戸越町、鹿目町、中神町小柿・段山
11月16日㈬

東西コミセン

北願成寺町、南願成寺町

11月17日㈭
上新町、下新町、南泉田町、北泉田町、七日町、五日町、九日町、二日町、
大工町、鍛冶屋町

11月18日㈮ 鬼木町、鶴田町、駒井田町、城本町
11月19日㈯ 瓦屋町、合ノ原町、井ノ口町
11月20日㈰

中原コミセン

中神町馬場・段・城本・大柿、下原田町上野・嵯峨里・荒毛

11月21日㈪
下原田町堀・羽田・瓜生田・西門、上原田町上原・尾崎・牛塚・菖蒲・
馬草野・尾曲・馬氷

11月24日㈭ 上林町、中林町、下林町、温泉町

11月25日㈮ 勤労青少年ホーム
紺屋町、土手町、灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、田町、上原町、
麓町、原城町、富ケ尾町、中城町、浪床町、赤池原町、赤池水無町

11月26日㈯
保健センター

東間上町、東間下町、蓑野町、古仏頂町、田野町、矢岳町、西大塚町
11月27日㈰ 西間上町、西間下町

11月28日㈪ 勤労青少年ホーム
上青井町、中青井町、下青井町、東大塚町、七地町、木地屋町、
蟹作町

申し込みをされた方には、受付時間を30分ごとに区切って通知します。指定された時間にお越しください。
※指定された日時の都合が悪い方は、市保健センターへご連絡ください。

問合せ　市保健センター健康増進係（☎２４－８０１０）

検診名 対象者 検診料
胃がん検診 40歳以上の方 １，５００円

腹部超音波検診 30歳以上の方 １，８００円
前立腺がん検診 40歳以上の男性 ８００円

乳がん検診
30歳以上の女性

※希望により40歳以上の偶数年齢の方は、
マンモグラフィ検診も受けることができます。

乳がん検診＝１，１００円
乳がん検診＋マンモグラフィ検診＝２，２００円

子宮頸がん検診 20歳以上の偶数年齢の女性 １，２００円

骨粗しょう症検診
20、25、30、35、40、45、50、55、60、
65、70歳の女性

５００円

次に該当する方は検診料が無料になりますので、当日受付に申し出てください。
○後期高齢者医療被保険者証または高齢受給者証（70歳の誕生日の翌月から）をお持ちの方
○平成23年度市民税が非課税世帯の方
○生活保護世帯の方

平成23年度
胃がん・腹部超音波・前立腺がん・乳がん・子宮頸

けい

がん・骨粗しょう症
検診（検診車）のお知らせ

市内認可保育所一覧
園 名 定員 所 在 地 電話番号

あいだ保育園 90 東間上町２７８９ ㉒４５４２
泉田保育園 90 北泉田町２２３−１ ㉒５８４６
おこば保育園 50 大畑町３９９９−２ ㉓０５０４
こばと保育園 90 瓦屋町１７７６−１ ㉔４１５２
さざなみ保育園 90 下戸越町１６３２−１ ㉒５５１９
せん月保育園 90 矢黒町１６０２−１ ㉔３２９２
善隣保育園 120 瓦屋町１１０６ ㉒３５７３
中原保育園 120 下原田町１１６８ ㉒５７９５
林保育園 60 下林町２７１−４ ㉒５８９１
人吉乳児保育園 60 田町３４−１ ㉒３９５１
蓬莱保育園 90 土手町５ ㉒２４５８
みどり保育園 120 北願成寺町９５６ ㉒２８６４

※開所時間は各園とも午前７時〜午後７時（延長保育含む）

来年度の保育所入所申し込み受付 
11月１日（火） からスタート！

「あなたの気づきが子どもを守ります」
11 月は児童虐待防止推進月間です

　仕事をしているなどの理由で保育ができず、保育所への入所を希望する方は、申込書に必要書類を添えて入
所を希望する保育所に提出してください。
　申込書は、市福祉課（市役所１階⑤番窓口）、または各保育所に備えてあります。求職中でも条件付きで申
し込みできます。また、市外認可保育所への広域入所もできます。詳しくはお問い合わせください。

添付書類　平成 23 年分源泉徴収票（確
定申告する方は確定申告書の
控え）、就労証明書（自営業
や農業の方は民生委員からの
証明書）や出産予定証明書な
ど
※申請理由により添付する書
類も異なりますので、詳しく
は「入所申し込みのてびき」
をご覧ください。

申込期限　平成 24 年１月 13 日（金）
問 合 せ　市福祉課児童福祉係
　　　　（☎２２– ２１１１内線１１４５）

　子どもたちが健やかに育つため、絶対にあってはならない児童虐待。しかし、現在も幼い命が奪われる痛ま
しい事件が後をたちません。虐待から子どもたちを守るために、地域に住む私たちの目配り・気配りが必要です。

虐待のサインに気づいてください！また、虐待と感じたら、迷わず知らせてください！
・不自然なやけど・あざがある。服や髪の毛がいつも汚れている
・おどおどして視線をあわせない。表情が乏しく元気がない
・いつもおなかをすかせている

虐待と感じたら、迷わず知らせてください
＝相談・通報先＝
人吉市福祉事務所（☎２２–２１１１内線１１４５、１１４９）
八代児童相談所（☎０９６５–３３–３１１１　夜間 ☎０９６５–３２–４４２６）

子どもを虐待から守るための５か条
①「おかしい」と感じたら迷わず連絡……… 通告
②「しつけのつもり……」は言い訳………… 子どもの立場で判断
③ひとりで抱え込まない……………………… あなたにできることから即実行
④親の立場より子どもの立場………………… 子どもの命が優先
⑤虐待はあなたの周りでも起こりうる……… 特別なことではない

オレンジリボンには
子ども虐待を防止する
というメッセージが
込められています。
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10
月
14
日
の
「
鉄
道
の
日
」
に
合
わ

せ
、
10
月
22
・
23
日
に
く
ま
川
鉄
道
の

「
Ｋく

ま

Ｕ
Ｍ
Ａ
鉄
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

22
日
は
、漫
画
「
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
」

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
を
先
頭
に
、
カ

フ
ェ
ト
レ
イ
ン
を
つ
な
い
で
出
発
。
カ

フ
ェ
ト
レ
イ
ン
の
乗
客
は
車
窓
の
風
景

を
眺
め
な
が
ら
、
人
吉
球
磨
の
ス
イ
ー

ツ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。
一
時
停
車
し
た
あ

さ
ぎ
り
駅
で
は
、
１
日
駅
長
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
ホ
ー
ス
が
お
出
迎
え
。
ほ
か
に

も
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な
い
列

車
運
転
体
験
も
あ
り
、
参
加
者
は
貴
重

な
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
に
、
人
吉
梅
園
で
大
畑
小

学
校
の
５
年
生
が
キ
ジ
33
羽
を
放
鳥
し

ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
の
狩
猟
期
を
前
に
、
キ
ジ

の
保
護
・
繁
殖
の
た
め
県
の
猟
友
会
が

県
か
ら
委
託
さ
れ
て
毎
年
行
っ
て
い
る

事
業
で
す
。

　

暴
れ
る
キ
ジ
に
驚
い
て
手
を
離
し
て

し
ま
う
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、
キ
ジ

の
足
を
持
ち
な
が
ら
慎
重
に
抱
え
込
む

と
、
３
～
４
羽
ず
つ
に
山
に
向
け
て
放

鳥
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
上
村
眞ま

い

こ
依
子

さ
ん
は「
キ
ジ
を
触
っ
た
の
は
初
め
て
。

飛
ん
で
く
れ
る
か
心
配
だ
っ
た
け
ど
み

ん
な
飛
ん
で
い
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

音楽家・犬童球渓の人物像に迫る
人吉城歴史館秋季特別展

秋空高くキジはばたく
大畑小学校児童キジ放鳥

青少年をみんなで見守り
「青パト子ども見守り隊」活動開始

いつもと違う“くま鉄”を楽しむ
ＫＵＭＡ鉄まつり

　

郷
土
の
偉
人
・
音
楽

家
の
犬
童
球
渓
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
人
吉

城
歴
史
館
秋
季
特
別
展

「
愛
郷
詩
人　

犬
童
球

渓
」
が
、
10
月
12
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
人
吉
城
歴
史

館
特
別
展
示
室
に
は
、

球
渓
が
小
学
校
時
に
書

い
た
数
字
譜
や
使
っ
て

い
た
ピ
ア
ノ
な
ど
、
貴
重
な
遺
品
が
ず
ら
り
。
中
で
も
見
ど
こ
ろ
は
、
約
70
年
前
の

球
渓
の
肉
声
が
聞
け
る
録
音
テ
ー
プ
と
遺
書
で
、
ど
ち
ら
も
今
回
が
初
公
開
で
す
。

初
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
球
渓
の
次
女
・
犬
童
ト
シ

さ
ん
が
ピ
ア
ノ
で
「
旅
愁
」
な
ど
を
弾
く
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
。
同
展
は
12
月
11
日
ま

で
開
催
中
で
す
。

　

人
吉
市
青
少
年
市
民
会
議
と
市
教
育

委
員
会
は
、
青
色
回
転
灯
を
つ
け
た
パ

ト
ロ
ー
ル
車
で
の
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
の
活
動
を
９

月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
好
ま
し
く

な
い
環
境
の
排
除
と
、
非
行
防
止
を
目

的
と
し
た
も
の
。
月
に
２
回
、
部
活
を

終
え
た
中
学
生
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ

て
２
台
の
「
青
パ
ト
」
で
登
下
校
路
を

中
心
に
市
内
を
巡
回
し
ま
す
。

　

10
月
19
日
に
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
。
関
係
者
５
人
で
２
手
に
分
か
れ
て

約
一
時
間
市
内
を
見
回
り
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
・
安
心
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

10
月
11
日
か
ら
市
内
の
各
小
学
校

で
、
４
～
６
年
生
の
基
礎
学
力
ア
ッ
プ

を
目
的
と
し
た
「
放
課
後
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
教
室
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

東
間
小
学
校
で
は
、
音
楽
室
で
開
講

式
が
行
わ
れ
た
後
、
さ
っ
そ
く
学
年
ご

と
の
教
室
に
分
か
れ
て
算
数
と
国
語
を

復
習
し
ま
し
た
。
問
題
を
解
き
終
わ
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く
手
を
上
げ

る
と
、
教
員
免
許
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
先
生
な
ど
が

マ
ル
付
け
。
間
違
っ
た
問
題
は
て
い
ね

い
に
説
明
し
、
子
ど
も
た
ち
も
真
剣
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
は
、
毎
週
火
曜
日

の
放
課
後
に
１
時
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

世界遺産登録の可能性を探る
100年レイル肥薩線 世界遺産シンポジウム

お店が近所にやってくる
矢岳地区出張販売会

学力アップで勉強大好き！
放課後パワーアップ教室

手作りの魅力と多彩な催し楽しむ
第24回　石野公園まつり

　

肥
薩
線
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す

第
一
歩
と
し
て
、
10
月
４
日
に
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
「
１
０
０
年
レ
イ
ル

肥
薩
線　

世
界
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

前
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
の
松
浦
晃
一

郎
氏
が
「
世
界
遺
産
と
は　

肥
薩
線
の

魅
力
と
可
能
性
」
と
題
し
て
行
っ
た
基

調
講
演
で
は
、「
肥
薩
線
は
世
界
遺
産

に
な
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
歴
史
的

な
背
景
な
ど
、
今
後
は
学
術
的
な
研
究

が
必
要
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
後
半
は
、

松
浦
氏
を
含
め
た
４
人
の
専
門
家
と
田

中
市
長
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
買
い
物
に
出
か
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
に
自
分
で
商
品
を
見
て
買

い
物
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
矢
岳

町
の
岳
寿
館
で
９
月
28
日
に
出
張
販
売

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
協
力
店
舗
５
店
が
出
店
。

く
だ
も
の
・
野
菜
・
菓
子
な
ど
の
食
料

品
か
ら
、
日
用
品
、
衣
類
、
雑
貨
ま
で

会
場
内
に
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た

商
品
を
前
に
、
訪
れ
た
住
民
の
方
は
手

に
と
っ
て
商
品
を
吟
味
し
な
が
ら
買
い

物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
出
張
販
売
は
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
今
年
市
内
９
会
場
で
試
験
的
に

行
う
も
の
で
、
評
判
が
良
け
れ
ば
来
年

度
以
降
も
続
け
る
そ
う
で
す
。

　

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
石
野
公
園
の

恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
石
野
公
園
ま
つ
り
」

が
、
10
月
22
・
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
南
九
州
ク
ラ
フ
ト
展
」
や
民
芸

品
作
り
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

園
内
で
行
わ
れ
、
22
日
夜
に
は
数
千
個

の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
幻
想
的
に
光
る
「
夢

あ
か
り
・
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」も
開
催
。

　

23
日
に
は
、
福
祉
団
体
を
支
援
す

る
自
販
機
「
だ
ん
だ
ん
ボ
ッ
ク
ス
」
が

お
披
露
目
さ
れ
、
関
係
者
が
あ
い
さ

つ
。
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
、「
ご
当
地
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大

集
合
！
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
人
吉

球
磨
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
ク
イ
ズ
や
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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おくんち祭り

ねんりんピック2011熊本
囲碁交流大会

PHOTO REPORTフォトリポート

１

２ ３ ４

1110

９

８

７

６５

１＿人吉一中の上村晃弘くんがプロ棋士・久保
６段と公開対局。互角の闘いを見せた。２＿団
体優勝は愛媛県チーム。松本さん（左）は最高
齢選手でも表彰。３＿選手昼食会場には市内の
子どもたちが描いた応援メッセージが貼り出さ
れた。４＿「がんばろう東北！」の T シャツ
を着て対局に挑む選手。５＿２日目のお昼に中
原保育園の園児が太鼓を披露。６＿選手宣誓は
地元・人吉市の堀研一さん。大会の成績は２勝
２敗の五分。「２敗して残念だったが、自分の
力が分かった。楽しい大会でした」

７＿帰りのバスから手を振る選手団。８＿お見
送りで手を振る大会スタッフ。９＿プロ棋士
との指導対局は人だかりができるほどの人気。
10 ＿ 183 人の選手が３ブロックに分かれて対
局。11 ＿初心者を対象に囲碁教室も催された。

10/16・17　スポーツパレス

10/3 ～ 11 青井阿蘇神社ほか

獅子面が近づき泣き叫ぶ女の子。
お母さんは何だかうれしそう？

「エイヤサー！」と迫力満点の御
本社神輿（みこし）の宮出し。

一番獅子の飛び出し！いよいよ祭
りも最高潮に！

今年の火文字は、東日本大震災
の被災地へ向けて「祈」。

今年は暑かった神幸行列。お酒も
まわって、テンションＭＡＸ？

健やかな成長を願って、
まわし姿の赤ちゃんが泣
きながら土俵入り

暑 か った けど、 稚 児
行列も頑張って歩いた
よ。

子ども神輿は 17 町内
が 参 加。元 気 な姿を
見せてくれた。

8 日 の 夕 刻。
夕闇に浮かぶ
球 磨 神 楽 の
舞 は 神 秘 的
だった。

神輿に乗って上機嫌の男の子。将
来は粋な神輿の担ぎ手になる！
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市社会教育課

詳細は市ホームページから 検 索ラッソ

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２–２１１１内線1215・1216

Consumption life center

 市地域生活課危機管理係（☎㉒２１１１内線２１１２ 消防団担当者）まで

ようこそ としょかんへ！

問 図書館　☎２４–３５１８

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合は、その翌日）、年末年始

（12月29日～１月３日）

今
月
は
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
で
す

Vol.29

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
総
合
型
ク
ラ
ブ
）

「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
の
お
知
ら
せ
窓

口
で
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
は
樫

（
か
し
）」「
ラ
ッ
ソ
は
絆（
き
ず
な
）」と
い
う
意
味
で
す
。

誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
み
、「
ひ

と
づ
く
り
」・「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
ク

ラ
ブ
の
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
言
葉

と
し
て
正
し
い
敬
語
を
使
え
た

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

も
っ
と
楽
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
を
使
い
な

が
ら
丁
寧
に
解
説
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、大
変
分
か
り
や
す
く
、

敬
語
の
見
分
け
方
な
ど
基
礎
的

な
知
識
が
身
に
つ
き
ま
す
。

花田 修一／合同出版

イラスト版
気持ちが伝わる言葉の使い方

裁
縫
道
具
や
手
縫
い
の
基
本
の

ほ
か
、
ま
っ
す
ぐ
縫
う
だ
け
で

で
き
る
コ
ー
ス
タ
ー
、
ク
ッ

シ
ョ
ン
、
シ
ュ
シ
ュ
の
作
り
方

な
ど
を
、
写
真
・
図
解
入
り
で

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
あ
り

ま
す
。
も
の
を
つ
く
る
楽
し
さ

を
味
わ
え
る
お
裁
縫
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

寺西 恵里子／汐文社

はじめてのおさいほう

新
刊
案
内 (

10
月
の
新
刊
か
ら)

児童

一般

11月の休館日
７日、14日、21日、28日

ブティック社

手際がよくなる
料理の本

内布 茉
ま り え

莉恵さん

この本よかばい！

今
月
の
紹
介
者

人吉市図書館

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
き
た
ペ
タ
ン

ク
や
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
、
ヒ
ッ
ト
だ
！
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど

は
総
称
し
て
〝
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
〟
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
お
な
じ
み
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
数
多
く
の
種
目
が
あ
り
、
そ

の
数
は
数
百
種
類
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り

や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
そ
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
〝
楽
し
む
〟
こ
と
に
主

眼
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
高
度
な
技
術
や
体
力
が
必
要
と

さ
れ
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
比
べ
る
と
、「
ル
ー
ル
が
分
か

り
や
す
い
」「
適
度
な
運
動
量
で
あ
る
」「
年
齢
や
男
女
の

違
い
に
よ
る
差
が
比
較
的
少
な
い
」
と
い
っ
た
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
体
を
動
か
す
機
会
が
少
な
い
方
の
健
康
づ
く
り

や
、
家
族
・
地
域
の
親
睦
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

～
さ
ま
ざ
ま
な
悪
質
商
法
～

Ｓ
Ｆ
商
法
（
ハ
イ
ハ
イ
学
校
）
と
は
？

　

Ｓ
Ｆ
商
法
（
ハ
イ
ハ
イ
学
校
）
と
は
、

狭
い
会
場
に
人
を
集
め
、
販
売
員
が
巧
み

な
話
術
で
場
を
盛
り
上
げ
な
が
ら「
ハ
イ
、

ハ
イ
」
と
手
を
上
げ
さ
せ
る
な
ど
し
て
、

た
だ
同
然
で
日
用
品
な
ど
を
配
り
、
冷
静

な
判
断
が
で
き
な
い
高
揚
し
た
雰
囲
気
の

中
で
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
商
法
で

す
。

な
ぜ
契
約
し
て
し
ま
っ
た
の
か
？

　

以
下
は
、
Ｓ
Ｆ
商
法
で
契
約
し
て
し

ま
っ
た
人
た
ち
が
話
し
た
理
由
で
す
。

◎
元
気
よ
く
手
を
上
げ
る
人
が
物
を
も

ら
え
る
の
で
、
と
に
か
く
「
ハ
イ
！

ハ
イ
！
」
と
手
を
上
げ
て
い
た
ら
、

最
後
は
高
額
な
商
品
に
手
を
上
げ
て

い
た
。

◎
日
用
品
を
も
ら
う
だ
け
で
帰
ろ
う
と

思
い
会
場
に
行
っ
た
が
、
も
ら
う
こ

と
に
夢
中
で
気
が
つ
い
た
ら
前
列
の

数
人
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
て
、
契
約

す
る
し
か
な
か
っ
た
。

◎
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
な
い
で
い
た

ら
、
急
に
態
度
が
変
わ
り
、
腕
を
つ

か
ま
れ
て
怖
く
な
っ
た
。

◎
と
て
も
親
切
に
体
調
を
心
配
し
て
く

れ
た
の
で
、
断
り
に
く
く
な
っ
た
。

契
約
を
や
め
た
い
と
き
は

　

特
定
商
取
引
法
で
は
、
こ
の
よ
う
な
集

客
方
法
を
と
る
も
の
も
訪
問
販
売
と
定
め

て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
は
、
８
日
以
内
で

あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

契
約
に
納
得
が
い
か
な
い
と
き
は
、
あ

き
ら
め
ず
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

第
４
方
面
隊
第
５
分
団
第
３
部

（
管
轄
：
木
地
屋
町
・
東
大
塚
町
・
桑
木
津
留
・

西
大
塚
町
・
高
仁
田
・
田
野
町
）

第５分団第３部　団員の結婚式で

団員の所属事業所
第一索道商事㈱

人吉共栄㈱
九州武蔵精密㈱
高塚酪農組合

リバーサイド御薬園
タンポポ
島津牧場

新産住拓㈱
浜崎建設㈱

㈱ノーグチ鉄筋
ふじき本店

愛生会
人吉森林組合

　

第
５
分
団
第
３
部
は
、
団
員
17
人
で
、

木
地
屋
、
東
大
塚
、
西
大
塚
、
桑
木
津
留
、

高
仁
田
、
田
野
を
管
轄
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
世
帯
数
は
少
な
い
で
す
が
、
広
大

な
山
林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胸

川
の
上
流
部
に
あ
た
る
た
め
大
雨
や
台
風

時
に
は
苦
労
も
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
地
域
だ
か
ら
こ
そ
団
員
の
結
束
は
強

く
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
町
内
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
出
来
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

例
会
は
毎
月
１
日
に
開
い
て
い
ま
す

が
、
３
か
月
に
一
度
は
田
野
の
詰
所
で
行

い
、
機
械
器
具
の
点
検
は
も
ち
ろ
ん
、
飲

み
会
を
通
じ
て
団
員
同
士
の
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
ま
す
。

　

消
防
行
事
、
訓
練
、
出
動
な
ど
の
参
集

率
も
良
く
、
若
い
団
員
か
ら
そ
れ
な
り
の

歳
の
団
員
ま
で
、
良
く
ま
と
ま
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
消
防
団
員
募
集
中
で
す
。
お

嫁
さ
ん
も
募
集
中
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
内
会
、
後

援
会
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
活
動
し
や
す
い

環
境
の
中
で
消
防
団
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

団
員
の
所
属
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご

理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

料
理
に
な
ぜ
か
時
間
が
か
か

る
、
洗
い
物
が
多
い
、
失
敗
す
る

…
…
。
こ
の
本
で
は
、
料
理
を
す

る
人
な
ら
誰
も
が
一
度
は
経
験
す

る
悩
み
を
解
消
し
、
手
際
よ
く
作

る
コ
ツ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

定
番
メ
ニ
ュ
ー
を
中
心
に
、
調

理
法
だ
け
で
な
く
〝
段
取
り
ア
ッ

プ
レ
シ
ピ
〟
や
〝
献
立
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
〟
を
掲
載
し
て
あ
る

の
が
う
れ
し
い
ポ
イ
ン
ト
。
お
ま

け
に
配
膳
の
コ
ツ
、
洗
い
物
を
減

ら
す
コ
ツ
、
キ
ッ
チ
ン
の
上
手
な

使
い
方
な
ど
も
紹
介
し
て
あ
り
、

料
理
の
悩
み
を
解
消
し
た
い
方
に

は
お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。

　

手
際
よ
く
作
れ
た
ら
、
料
理
が

も
っ
と
楽
し
く
な
り
そ
う
！
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
料
理
の
メ

ニ
ュ
ー
も
満
載
で
す
。

25 24HITOYOSHI　2011.11.01 広報ひとよし　11月号



◎あて先
〒868–8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
E メール 
hisyo@city.hitoyoshi.lg.jp
※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

10月９日のおくんち祭り・
神幸式の目玉の一つ、一番獅
子飛出。名誉ある大役を担っ
た原口さんは見事な飛び出し
を見せ、観客を沸かせました。

今年の一番獅子の一人
原口 昌幸さん

　

お
く
ん
ち
祭
に
ス
マ
イ
ル

フ
ェ
ス
タ
、
石
野
公
園
ま
つ

り
に
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
鉄
ま
つ
り
な

ど
な
ど
、
10
月
の
取
材
先
は

お
祭
り
三
昧
で
し
た
。
中
で

も
、
お
く
ん
ち
祭
を
見
る
の

は
子
ど
も
の
こ
ろ
以
来
。
撮

影
し
な
が
ら
、
自
分
も
獅
子

面
が
怖
か
っ
た
な
～
と
思
い

出
し
ま
し
た
。

　

観
光
客
の
方
も
多
く
見
か

け
ま
し
た
が
、
道
を
尋
ね
ら

れ
た
の
に
う
ま
く
説
明
で
き

ず
…
…
。
地
元
の
こ
と
な
の

で
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、

知
ら
な
い
こ
と
も
多
い
と
痛

感
し
ま
し
た
。
広
報
を
担
当

す
る
者
と
し
て
、
人
吉
の
こ

と
は
何
で
も
答
え
ら
れ
る
よ

う
勉
強
せ
ね
ば
。

編
集
室
か
ら

編
集
後
記

昨
年
ご
ろ
か
ら
一
中
の
男

子
学
生
に
、
ず
ぅ
～
っ

と
「
心
地
よ
い
」
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
夕
方
、

当
方
は
仕
事
に
向
か
っ
て
い
て

学
生
さ
ん
は
帰
宅
中
。
す
れ
違

い
ざ
ま
に
「
ち
わ
～
す
」「
こ

ん
ち
は
」。
私
の
方
も
「
こ
ん

に
ち
は
」「
お
疲
れ
さ
ま
」
と

･･････

。
面
識
も
な
い
私
に

ず
ぅ
～
っ
と
あ
い
さ
つ
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

野
球
部
か
テ
ニ
ス
部
の
子
か

と
思
い
ま
す
が
、
５
～
６
人
一

緒
に
自
転
車
に
乗
っ
て
い
ま
す

の
で
顔
も
覚
え
ら
れ
ず
名
前
も

分
か
ら
な
い
ま
ま
で
し
た
。

　

学
校
に
電
話
し
て
み
よ
う
か

と
考
え
ま
し
た
が
、
何
と
伝
え

て
よ
い
か
分
か
ら
ず
時
が
す
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

７
月
ご
ろ
、
た
ま
た
ま
２
人

で
帰
宅
中
の
学
生
さ
ん
が
い
つ

も
の
よ
う
に
「
こ
ん
ち
は
～
」

･･････

・
。
す
る
と
体
操
服
に

「
早
田
」「
大
坂
間
」
と
大
き
く

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
２

人
だ
け
し
か
名
前
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
一
中
の
生
徒
は
す
ば

ら
し
い
で
す
。

や
が
て
60
才
さ
ん
（
紺
屋
町
）

●

　

人
吉
市
の
子
ど
も
た
ち
の
あ

い
さ
つ
は
、
よ
そ
か
ら
来
た
方

た
ち
に
も
評
判
が
い
い
そ
う
で

す
。
私
た
ち
も
「
笑
顔
・
あ
い

さ
つ
」
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
で
す
ね
。

　

随
分
と
朝
晩
が
冷
え
込
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
急
激
な
気
温
の
変
化
は
、

か
ら
だ
に
障
り
ま
す
。
風
邪
を
ひ
か
な

い
よ
う
に
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２ふ

れ

愛

０
１
１

熊
本
「
囲
碁
交
流
大
会
」
が
、
去
る

10
月
16
日
・
17
日
に
人
吉
で
開
催
さ

れ
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で

１
８
３
人
の
選
手
の
皆
さ
ん
が
来
遊
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
折
、
選
手
の
皆
さ
ん
に
「
人
吉

に
初
め
て
お
越
し
に
な
っ
た
方
は
手
を

お
挙
げ
く
だ
さ
い
」
と
、
お
尋
ね
し
て

み
ま
し
た
。
す
る
と
な
ん
と
、
９
割
以

上
の
方
が
手
を
挙
げ
ら
れ
た
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、「
人
吉
の
名
前
す

ら
知
ら
な
か
っ
た
方
は
？
」と
聞
く
と
、

な
ん
と
８
割
の
方
が
知
ら
な
か
っ
た
と

答
え
ら
れ
ま
し
た
。
実
に
残
念
な
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
が
人
吉
の
認
知
度
の
実

態
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。「
こ
れ
で
は

い
か
ん
。
人
吉
の
知
名
度
を
高
め
る
た

め
に
、
鉢
巻
き
を
締
め
な
お
し
て
獅
子

奮
迅
の
努
力
を
せ
ん
ば
い
か
ん
!!
」と
、

改
め
て
肝
に
銘
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

大
会
行
事
は
順
調
に
進
み
、
熱
戦
の

た
め
か
血
圧
が
上
が
っ
た
方
が
い
た
以

外
は
体
調
を
損
ね
る
方
も
な
く
、
皆
さ

ん
元
気
に
帰
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
中
三
年
生
の
上
村
晃

弘
君
が
、
プ
ロ
棋
士
・
久
保
秀
夫
６
段

と
４
目
置
い
て
の
公
開
対
局
を
行
い
ま

し
た
が
、
互
角
の
闘
い
を
繰
り
広
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
人
吉
の
子
ど
も
た
ち
!!

勉
強
に
、
芸
術
・
文
化
に
、
ス
ポ
ー
ツ

に
が
ま
だ
す
バ
イ
。

医療のお話し

今月のドクター
人吉市医師会 会員　

心
房
細
動
と
脳
梗
塞

辻循環器科・内科　辻　正彦

　

皆
さ
ん
は
、
プ
ロ
野
球
・
巨
人

軍
終
身
名
誉
監
督
の
長
嶋
茂
雄
さ

ん
や
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
監

督
だ
っ
た
イ
ビ
チ
ャ
・
オ
シ
ム
さ

ん
が
脳
卒
中
で
倒
れ
た
こ
と
は
、

ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
お
二
人
と
も

心
房
細
動
と
い
う
不
整
脈
か
ら
脳

梗
塞
を
起
こ
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
日
本
に
は
慢
性
心
房
細

動
の
患
者
さ
ん
が
約
80
万
人
い
る

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の

30
年
間
で
倍
増
し
て
お
り
、
人
口

の
高
齢
化
で
今
後
も
増
え
続
け
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
、「
心
房
細
動
」
と

は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
？

　

心
房
細
動
は
不
整
脈
の
一
種

で
、
心
房
細
動
が
起
き
る
と
、
脈

が
乱
れ
て
動ど
う
き悸
や
胸
部
の
違
和
感

を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
心
房
細
動
の
と
き
の
脈
の
打

ち
方
は
、
脈
が
何
回
か
打
つ
う
ち

の
一
つ
が
欠
け
る
よ
う
な
結け
っ
た
い滞
で

は
な
く
、
一
つ
一
つ
の
脈
の
間
隔

が
不
規
則
な
打
ち
方
で
、
こ
れ
を

絶
対
不
整
と
い
い
ま
す
。
心
房
細

動
で
は
、
心
房
が
毎
分
３
０
０
～

５
０
０
回
と
非
常
に
速
く
興
奮

し
、
そ
の
一
部
が
心
室
に
伝
わ
る

た
め
不
規
則
な
脈
に
な
る
わ
け
で

す
。
心
電
図
で
す
ぐ
に
診
断
が
つ

き
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
方
が
心
房
細
動
に

な
り
や
す
い
か
と
い
う
と
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
冠
動
脈
疾
患
、
心

不
全
、
慢
性
呼
吸
器
疾
患
、
弁
膜

症
、
バ
セ
ド
ウ
病
を
持
病
と
す
る

方
、
高
齢
者
、
お
酒
を
飲
み
す
ぎ

る
方
、
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

方
な
ど
で
す
。

　

心
房
細
動
に
は
発
作
性
の
も
の

と
慢
性
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
脳
梗
塞
（
重
症
の
心
原

性
脳
塞
栓
）の
原
因
と
な
り
ま
す
。

心
原
性
脳
塞
栓
の
原
因
で
一
番
多

い
の
は
心
房
細
動
で
70
㌫
以
上
と

い
わ
れ
、
高
齢
者
ほ
ど
そ
の
傾
向

は
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
心
房
細

動
に
な
る
と
、
心
房
内
で
血
流
に

よ
ど
み
が
で
き
て
、
血
栓
（
血
の

固
ま
り
）
が
形
成
さ
れ
、
遊
離
し

て
脳
動
脈
に
飛
び
、
脳
動
脈
が
突

然
閉
塞
し
て
大
き
な
梗
塞
（
詰
ま

り
）
を
生
じ
る
の
で
す
。

　

心
原
性
脳
塞
栓
症
で
は
、
脳
の

血
管
が
急
に
閉
塞
さ
れ
、
側
副
血

行
路
（
血
流
の
逃
げ
道
）
が
発
達

す
る
間
も
な
い
た
め
、
突
然
強
い

症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
死
亡
や
寝

た
き
り
に
な
る
割
合
は
約
60
㌫
と

非
常
に
高
く
、
予
後
（
見
通
し
）

が
不
良
で
す
。
そ
の
た
め
予
防
が

最
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
も

心
房
細
動
か
ら
脳
塞
栓
症
を
起
こ

し
た
人
で
は
再
発
率
が
高
い
こ
と

も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

予
防
薬
（
抗
凝
血
剤
）
と
し
て

は
、
何
十
年
も
前
か
ら
使
用
さ
れ

て
い
る
有
名
な
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン

と
、
今
年
保
険
適
用
に
な
っ
た
ダ

ビ
ガ
ト
ラ
ン
（
商
品
名
：
プ
ラ
ザ

キ
サ
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
薬
剤
使
用
の
適
用
に

な
る
方
は
、
心
房
細
動
を
認
め
、

う
っ
血
性
心
不
全
、
高
血
圧
、
糖

尿
病
、
脳
梗
塞
の
既
往
が
あ
る
方

や
高
齢
者
な
ど
で
す
。

　

ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
を
服
用
し
て
い

る
方
は
、「
Ｉ
Ｎ
Ｒ
検
査
」
と
い

う
検
査
を
受
け
な
が
ら
投
与
量
を

調
節
す
る
必
要
が
あ
り
、
納
豆
、

ク
ロ
レ
ラ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
高
麗
人

参
、
ウ
コ
ン
な
ど
は
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
。
一
方
、
ダ
ビ
ガ
ト
ラ
ン
で

は
、
そ
の
よ
う
な
制
約
が
な
い
の

が
利
点
で
す
。
し
か
し
、
ダ
ビ
ガ

ト
ラ
ン
は
高
齢
者
や
腎
機
能
の
低

下
し
た
方
に
は
使
い
づ
ら
い
と
い

う
欠
点
も
あ
り
ま
す
。

　

動
悸
を
訴
え
ら
れ
る
方
、
不
整

脈
、
特
に
絶
対
不
整
脈
の
あ
る
方

は
、
専
門
医
を
受
診
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

（
心
房
細
動
脳
梗
塞
予
防
Ｑ
＆
Ａ
を

参
考
に
し
ま
し
た
。）

応募・問合せ　〒 868-8601　人吉市麓町 16 番地　秘書課広報広聴係（☎ 22–2111 内線 2208）
　　　　　　　E メール hisyo@city.hitoyoshi.lg.jp

赤
あかいけ

池 果
か お こ

央子ちゃん（下漆田町）

H21.6.16生 (2歳)

◎
写
真
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、子
ど
も（
３

歳
ま
で
）
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、

性
別
、
保
護
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
一

言
コ
メ
ン
ト
（
20
字
以
内
）
を
、メ
ー
ル
（
画

像
は
５
Ｍ
メ
ガ
バ
イ
トＢ

以
内
）
か
郵
送
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
紙
面
の
都
合
上
、
応
募
者

全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
み
な
さ
～
ん
可
愛
が
っ
て

く
だ
さ
い
ね
」

中
な か お

尾 李
り と

都ちゃん（願成寺町）

H23.1.29生 (9 ヶ月)

「
じ
ぃ
じ
・
ば
ぁ
ば
い
っ
ぱ

い
遊
ぼ
う
ね
!!
」

「
い
た
ず
ら
好
き
の
や
ん

ち
ゃ
ぼ
う
ず
で
す
」

林
はやしだ

田 尊
たける

くん（土手町）

H 23.3.13生 (7 ヶ月)
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〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
麓
町
16
番
地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
ＦＡＸ
（
0966）

24-7869
広

報
ひ

と
よ

し
　

平
成

23
年

11
月

号
　

第
９

５
０

号

H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

第 62 回

11
月
12
日 

　
・
13
日

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場

駐車場
①市役所本庁舎②市役所別館③球磨地域振興局④税務署
⑤裁判所⑥保健所⑦勤労青少年ホーム⑧保健センター
⑨総合福祉センター⑩郷義館跡・城内茶屋さん下駐車場（一部）
※②・③からはまつり会場までシャトルバスを運行します。

○農産物品評会・販売
○ JA コーナー
○物産・食コーナー
○展示・バザーコーナー
○北海道小樽物産・
○静岡県牧之原市物産
○福島県南相馬市物産
　（東日本大震災復興支援）
○苗木配布
　（人吉市みどり推進協議会）
○共同募金コーナー
○第 44 回人吉球磨建築木工
　まつり
○地域産業・ロボットコーナー
　　　　　　　　　　　など

土

日

仮面ライダー
　　フォーゼショー

13 日日

10：00 開会式典・テープカット
10：20 中原太鼓
10：40 キッズビクス
10：50 趣味の講座
11：20 KUMAKOI 六調子
11：40 景品付きもちなげ（小学生以下）
11：50 米イベント（○×クイズ）
12：10 休憩（CM タイム）
12：40 やうちブラザーズショー
13：10 KADS（キッズエアロビックダンス）
13：20 景品付きもちなげ（中学生以上）
13：35 球磨の六調子
13：45 おどんな日本一！人吉のど自慢大会出演者共演
14：15 税と人吉 ･ 球磨クイズ
14：35 琉球舞踊愛好会
14：50 春ちゃんの大道芸ショー
15：20 人吉高校吹奏楽部

10：00 農産物品評会表彰
10：10 木工関係表彰
10：20 球磨川太鼓
10：55 JA 女性部踊り
12：00 景品付きもちなげ（中学生以上）
12：15 仮面ライダーフォーゼショー
12：45 PICO ライブ
13：15 景品付きもちなげ（小学生以下）
13：25 人吉ねぶか太鼓
13：50 中山民俗舞踊・華和会
14：10 門口公将（天草市出身歌手）ショー
14：40 鶴田町ひょっとこ楽笑会
14：50 津軽三味線
15：10 仮面ライダーフォーゼショー
15：40 農産物品評会出品物即売会

ステージプログラム
12 日 土

13 日 日

【問合せ】市農業振興課（☎ 22-2111 内線 5115）、ＪＡくま下球磨
　　　　営農センター（☎ 28-3060）、人吉商工会議所（☎ 22-3101）


